
公安特捜班俊作集　ひ
かり最終便の女

新庄雄太郎



【
注
意
事
項
】

　
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
で
掲
載
中
の
作
品
を
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
し
た
も
の
で

す
。

　
小
説
の
作
者
、「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
の
運
営
者
に
無
断
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
作
品
を
引
用
の
範
囲
を

超
え
る
形
で
転
載
・
改
変
・
再
配
布
・
販
売
す
る
こ
と
を
禁
じ
ま
す
。

　　【
あ
ら
す
じ
】

　
公
安
特
捜
班
で
描
き
切
れ
な
か
っ
た
物
が
、
俊
作
集
に
な
り
ま
し
た

　
特
捜
班
も
一
新
し
、
新
メ
ン
バ
ー
も
加
わ
り
特
捜
班
も
ま
す
ま
す
活
動
が
面
白
く
な
っ
て
き
ま
す
。

　
又
他
の
ユ
ー
ザ
ー
と
コ
ラ
ボ
企
画
も
満
載
で
す
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登
場
人
物
・
序
章

　　
南
　
達
仁
　

　　
主
人
公
・
東
京
公
安
室
・
公
安
特
捜
班
・
公
安
主
任

　　
小
学
生
の
頃
か
ら
列
車
が
好
き
の
た
め
、
非
番
や
休
み
の
日
に
列
車
に
乗
る
の
が
楽
し
み
に
で
あ
る

　　
公
安
特
捜
班
の
新
設
に
よ
り
、
警
乗
２
班
か
ら
異
動
　
後
に
公
安
主
任
に
昇
進
し
た

　　
高
山
直
人

　　
東
京
公
安
室
・
公
安
特
捜
班
・
公
安
官

　　
彼
も
同
じ
く
鉄
オ
タ
で
あ
る
　
乗
り
鉄
な
の
か
撮
り
鉄
な
の
か
は
不
明
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桜
井
あ
お
い

　　
東
京
公
安
室
・
公
安
特
捜
班
・
公
安
官

　　
岩
泉
翔

　　
東
京
公
安
室
・
公
安
特
捜
班
・
公
安
官

　　　
小
海
春
香

　　
東
京
公
安
室
・
公
安
特
捜
班
・
公
安
官

　　
赤
城
　
誠

　
東
京
公
安
室
・
公
安
特
捜
班
・
公
安
官

　
上
野
公
安
室
か
ら
異
動
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小
泉
陽
一

　　
東
京
公
安
室
・
公
安
特
捜
班
・
公
安
官

　　
大
宮
公
安
室
か
ら
異
動

　　
今
野
良
太

　　
東
京
公
安
室
・
公
安
特
捜
班
・
公
安
官

　　
新
人
公
安
官
　
沼
津
出
身
　
し
か
も
女
性
に
は
弱
い
が
道
が
強
く
怪
力
漢
　
父
親
も
鉄
道
公
安
隊

に
所
属
し
て
い
る
。

　　
香
川
　
輝
幸

　　
東
京
公
安
室
・
公
安
特
捜
班
・
公
安
官
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特
捜
班
に
来
る
前
は
九
州
の
門
司
港
で
公
安
機
動
隊
や
小
倉
中
央
鉄
道
公
安
室
で
私
服
公
安
と
し

て
勤
務
し
て
い
た

　　
水
野
　
凌
平

　　
東
京
公
安
室
・
公
安
特
捜
班
・
公
安
官

　　
高
杉
陽
一
郎

　　
東
京
公
安
室
・
公
安
特
捜
班
・
公
安
班
長

　　
公
安
特
捜
班
の
班
長

　　
梶
山
真
由
美

　
東
京
公
安
室
・
公
安
特
捜
班
・
公
安
官
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松
本
惠
介

　
東
京
公
安
室
・
公
安
特
捜
班
・
公
安
官

　　
菅
原
欽
一

　
東
京
公
安
室
・
公
安
特
捜
班
・
公
安
官

　　
中
野
邦
夫

　
東
京
公
安
室
・
公
安
特
捜
班
・
公
安
官

　
ベ
テ
ラ
ン
の
公
安
官

　　
三
輪
正
博

　
東
京
公
安
室
・
公
安
特
捜
班
・
公
安
官

　　
速
水
綾
子

　
東
京
公
安
室
・
公
安
特
捜
班
・
公
安
官

　　
公
安
特
捜
班
と
は
　
私
服
で
事
件
の
捜
査
を
す
る
捜
査
部
署
で
あ
る
　
他
に
も
警
察
の
協
力
要
請
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を
受
け
れ
ば
直
ち
に
捜
査
を
す
る

　
駅
に
は
出
会
い
が
あ
る
、
別
れ
が
あ
る
時
に
は
列
車
で
逃
げ
よ
う
と
す
る
犯
罪
が
あ
る
限
り
、
俺
た

ち
は
列
車
で
追
い
な
が
ら
犯
人
を
追
う
、
こ
の
物
語
は
、
旅
客
の
安
全
と
犯
罪
防
止
の
た
め
に
警
察
官

の
協
力
隊
と
な
り
、
日
夜
神
明
を
落
と
し
て
勇
敢
な
る
活
躍
を
続
け
て
い
る
私
服
鉄
道
公
安
職
員
の
ド

ラ
マ
で
あ
る
　

　
公
安
特
捜
班
は
私
服
で
捜
査
を
す
る
の
で
す

　
主
な
仕
事
は
、
列
車
内
で
の
暴
力
や
暴
力
団
や
薬
物
乱
用
者
な
ど
の
組
織
犯
罪
と
ス
リ
や
置
き
引
き

と
キ
セ
ル
乗
車
の
逮
捕
や
あ
る
い
は
警
視
庁
及
び
各
警
察
本
部
か
ら
指
名
手
配
犯
や
行
方
不
明
の
捜

索
願
の
捜
索
も
行
う
の
だ

　
序
章

　
私
の
名
前
は
南
　
達
仁
、
東
京
公
安
室
元
第
一
警
戒
班
警
乗
警
戒
班
、
現
在
は
私
服
捜
査
の
部
署
、
公

安
特
捜
班
の
私
服
捜
査
員
で
あ
り
ま
す
、
と
言
う
訳
で
配
属
し
て
か
ら
も
う
１
年
が
た
っ
た
。

　
私
は
特
捜
班
に
入
る
ま
で
は
第
一
警
戒
班
や
富
山
公
安
の
第
一
捜
査
班
も
勤
務
し
た
、
赤
城
公
安
官

と　
小
林
主
任
は
春
の
人
事
異
動
で
特
捜
班
を
離
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
赤
城
は
鹿
児
島
の
公
安
隊
に
配
属
へ
、
小
林
主
任
は
鳥
取
の
公
安
隊
へ
異
動
と
な
っ
た
。

「
私
は
、
特
捜
班
に
は
離
れ
て
も
私
の
事
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。」
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「
え
え
、
主
任
も
鳥
取
で
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。」

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

「
高
山
先
輩
に
は
、
い
ろ
い
ろ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」

「
本
当
、
寂
し
く
な
る
わ
。」

　
そ
こ
へ
、
高
山
は
号
令
を
か
け
た
。

「
そ
れ
で
は
、
小
林
公
安
主
任
と
赤
城
公
安
官
に
敬
礼
!
。」

　
高
山
達
は
、
赤
城
と
小
林
に
敬
礼
し
た
。

　
今
年
か
ら
南
は
、
公
安
員
か
ら
公
安
主
任
に
昇
進
し
ま
し
た
。

「
辞
令
だ
、
本
日
を
も
っ
て
公
安
主
任
に
任
命
す
る
。」

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

　
公
安
特
捜
班
も
こ
こ
か
ら
は
ど
う
な
っ
て
い
く
ん
で
し
ょ
う
か
。
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特
急
お
お
ぞ
ら
・
釧
路
湿
原
・
摩
周
湖
殺
人
事
件

　　
小
泉
陽
一
の
妹
花
陽
は
、
穂
乃
果
、
こ
と
り
、
兄
の
陽
一
と
一
緒
に
北
海
道
へ
旅
行
へ
出
か
け
て
い

た
、
札
幌
を
見
物
し
た
花
陽
達
は
札
幌
駅
か
ら
石
勝
線
・
根
室
本
線
経
由
の
特
急
「
お
お
ぞ
ら
１
号
」
に

乗
っ
て
釧
路
へ
向
か
っ
た
。

「
お
っ
、
あ
れ
は
キ
ハ
１
８
３
系
の
５
０
０
番
台
だ
。」

「
陽
一
君
、
私
達
が
乗
る
の
は
ど
こ
な
の
。」

「
俺
た
ち
は
、
５
号
車
だ
よ
。」

「
あ
れ
ね
、
今
話
題
の
。」

「
う
ん
、
こ
の
「
お
お
ぞ
ら
」
の
グ
リ
ー
ン
車
は
ハ
イ
デ
ッ
カ
ー
車
な
ん
だ
よ
。」

「
ハ
イ
デ
ッ
カ
ー
車
!!
。」

「
俺
、
前
か
ら
ハ
イ
デ
ッ
カ
ー
グ
リ
ー
ン
車
に
乗
っ
て
見
た
か
っ
た
ん
だ
よ
。」

「
へ
ぇ
ー
っ
。」

「
ね
ぇ
ね
ぇ
、
は
や
く
乗
ろ
う
。」

「
う
ん
。」

　
俺
達
は
、
特
急
「
お
お
ぞ
ら
１
号
」
に
乗
り
、
釧
路
へ
向
か
っ
た
。
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「
う
わ
ー
っ
、
眺
め
が
い
い
わ
。」

「
高
原
を
通
っ
て
ゆ
く
の
ね
。」

「
こ
こ
は
ね
、
石
勝
線
を
通
っ
て
る
ん
だ
よ
。」

「
そ
こ
を
通
る
と
も
う
根
室
本
線
だ
、
い
よ
い
よ
釧
路
だ
。」

「
う
ん
。」

　
陽
一
達
が
乗
っ
た
「
お
お
ぞ
ら
１
号
」
は
１
２
時
４
６
分
、
釧
路
に
到
着
し
た
。

「
へ
ぇ
、
こ
こ
が
釧
路
か
。」

「
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
だ
わ
。」

「
で
し
ょ
。」

　
そ
し
て
、
陽
一
と
穂
乃
果
と
こ
と
り
と
花
陽
は
釧
網
本
線
の
乗
り
、
釧
路
湿
原
に
向
か
っ
た
。

　
釧
路
湿
原
で
は
唯
一
湿
原
内
を
歩
け
る
木
道
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
景
色
を
見
な
が
ら
歩
け
る

だ
け
で
な
く
、
季
節
の
花
々
や
湿
原
植
生
の
変
化
、
野
鳥
な
ど
を
間
近
で
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
人

気
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
。
　

「
う
わ
っ
、
き
れ
い
ね
。」

「
ホ
ン
ト
だ
わ
。」

　
穂
乃
果
は
、
夢
ヶ
丘
展
望
台
に
叫
ん
で
い
た
。

「
ヤ
ッ
ホ
ー
。」

9



「
も
う
、
穂
乃
果
ち
ゃ
ん
っ
た
ら
。」

「
あ
れ
っ
、
何
か
見
え
る
よ
こ
と
り
ち
ゃ
ん
。」

「
ど
う
し
た
の
。」

　
穂
乃
果
と
こ
と
り
は
、
何
か
を
見
つ
け
た
、
そ
れ
は
男
性
の
死
体
だ
っ
た
。

「
死
ん
で
る
。」

「
キ
ャ
ー
ッ
!
。」
と
穂
乃
果
と
こ
と
り
は
叫
ん
だ
。

「
ど
う
し
た
の
、
穂
乃
果
、
こ
と
り
。」

「
陽
一
君
、
人
が
、
人
が
死
ん
で
る
の
。」

「
何
だ
っ
て
。」

　
ま
も
な
く
、
北
海
道
警
察
捜
査
一
課
の
パ
ト
カ
ー
が
到
着
し
た
。

　
陽
一
は
、
東
京
公
安
室
の
特
捜
班
に
連
絡
し
た
。

「
何
で
す
っ
て
、
絞
殺
死
体
。」

　
南
と
高
山
と
小
海
は
、
特
捜
班
で
待
機
し
て
い
た
。

「
え
っ
、
釧
路
で
。」

　
高
杉
は
、
南
と
高
山
と
小
海
に
北
海
道
へ
向
か
え
と
指
示
し
た
。

「
南
達
は
、
す
ぐ
釧
路
へ
向
か
っ
て
く
れ
。」

「
は
い
っ
。」
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南
と
高
山
と
小
海
が
乗
っ
た
道
警
の
パ
ト
カ
ー
に
乗
っ
て
、
釧
路
湿
原
に
向
か
っ
た
。

「
ど
う
も
ご
苦
労
様
で
す
、
北
海
道
警
察
の
橘
で
す
。」

「
特
捜
班
の
南
で
す
。」

「
高
山
で
す
。」

「
小
海
で
す
。」

「
小
泉
大
変
だ
っ
た
な
。」

「
え
え
、
旅
行
中
に
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
る
な
ん
て
、
つ
い
て
な
い
よ
。」

「
害
者
は
。」

「
被
害
者
は
、
免
許
証
に
よ
る
と
青
山
一
２
７
歳
で
す
。」

「
な
る
ほ
ど
、
死
因
は
。」

「
お
そ
ら
く
、
誰
か
に
ひ
も
で
縛
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
な
。」

　
南
と
高
山
と
小
海
は
、
道
警
と
協
力
し
て
も
ら
い
聞
き
込
み
捜
査
を
行
っ
た
、
だ
が
手
掛
か
り
は
見

つ
か
ら
な
か
っ
た
。

　
釧
路
署

「
小
泉
と
花
陽
ち
ゃ
ん
も
大
変
だ
っ
た
な
。」

「
う
ん
、
び
っ
く
り
し
た
け
ど
。」

「
明
日
は
ど
う
す
る
ん
だ
。」
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「
明
日
は
、
摩
周
湖
へ
行
こ
う
と
。」

「
行
っ
て
来
い
、
俺
達
が
犯
人
を
捕
ま
え
て
や
る
。」

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
、
南
主
任
。」

「
う
ん
。」

　
そ
こ
へ
、
小
海
が
南
と
高
山
に
事
件
の
一
報
が
入
っ
た
。

「
南
主
任
、
今
本
部
か
ら
連
絡
が
あ
っ
て
摩
周
湖
で
男
性
の
死
体
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。」

「
わ
か
っ
た
す
ぐ
行
く
。」

　
南
と
高
山
と
小
海
が
乗
っ
た
覆
面
パ
ト
カ
ー
は
、
摩
周
湖
へ
向
か
っ
た
。

「
溺
死
か
。」

「
え
え
、
被
害
者
は
桐
谷
一
馬
さ
ん
２
４
歳
。」

「
そ
う
か
、
こ
れ
は
何
だ
。」

「
次
は
お
前
だ
、
殺
し
て
や
る
。」

「
ど
う
い
う
意
味
な
ん
で
し
ょ
う
か
。」

　
南
と
高
山
と
小
海
は
、
釧
路
駅
に
張
り
込
ん
で
い
た
。

「
す
い
ま
せ
ん
、
そ
の
荷
物
の
中
身
を
見
せ
て
戴
け
ま
せ
ん
か
。」

「
何
っ
、
く
そ
っ
。」

「
ち
ょ
っ
と
、
待
ち
な
さ
い
。」
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「
止
ま
れ
ー
ッ
、
止
ま
ら
ん
と
撃
つ
ぞ
。」

「
く
そ
っ
。」
と
男
は
ナ
イ
フ
を
振
り
回
し
た
。

　
バ
キ
ュ
ー
ン
と
南
が
一
発
発
砲
し
た
。

「
ぐ
は
っ
。」

「
成
田
ユ
キ
オ
、
銃
刀
法
違
反
及
び
公
務
執
行
妨
害
の
現
行
犯
で
逮
捕
す
る
。」

　
犯
人
成
田
は
、
南
と
高
山
と
小
海
に
逮
捕
さ
れ
た
。
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拳
銃
強
奪
・
若
狭
路
に
消
え
た
幼
馴
染

　　
８
月
１
４
日
　
静
岡
県
・
沼
津
市

　
交
番
警
官
の
巽
　
大
門
巡
査
が
市
内
を
警
邏
中
、
不
審
な
男
を
発
見
、
す
ぐ
さ
ま
職
務
質
問
し
た
。

「
ち
ょ
っ
と
す
い
ま
せ
ん
、
そ
こ
で
何
し
て
る
ん
で
す
か
?
。」

　
カ
ラ
ン
、
と
何
か
を
落
と
し
た
。

「
何
で
す
か
そ
れ
は
?
。」

「
や
べ
っ
。」

　
男
は
、
大
門
巡
査
を
見
る
と
、
す
ぐ
逃
げ
て
行
っ
た
。

「
待
ち
な
さ
い
!
。」

　
大
門
巡
査
は
犯
人
を
追
い
か
け
た
の
、
何
処
へ
逃
げ
込
ん
だ
の
か
?
。

「
奴
は
、
あ
そ
こ
か
。」

　
と
、
そ
の
時
だ
っ
た
。

　
ゴ
ン
、
と
金
属
バ
ッ
ト
の
よ
う
な
も
の
で
大
門
巡
査
を
殴
っ
た
。

「
グ
ハ
ッ
!
。」
と
殴
ら
れ
た
後
、
路
上
で
倒
れ
た
。

　
男
は
、
大
門
巡
査
の
拳
銃
Ｓ
＆
Ｗ
・
Ｍ
１
０
４
イ
ン
チ
３
８
口
径
を
奪
っ
て
逃
走
し
た
。
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東
京
駅
　
３
番
・
４
番
ホ
ー
ム

　
南
と
水
野
は
東
京
駅
の
山
手
線
と
京
浜
東
北
線
の
ホ
ー
ム
に
警
邏
を
し
て
い
た
。

「
キ
ャ
ー
ッ
!!
ド
ロ
ボ
ー
!
誰
か
来
て
ぇ
ー
!
。」

「
ど
う
し
ま
し
た
か
。」

「
バ
ッ
ク
が
ひ
っ
た
く
ら
れ
ま
し
た
。」

「
何
だ
っ
て
。」

　
南
と
水
野
は
犯
人
を
追
っ
た
。

　
犯
人
は
、
そ
の
ま
ま
バ
ッ
ク
を
落
と
し
て
逃
走
し
た
。

「
大
丈
夫
で
す
か
?
。」

「
え
え
、
無
事
で
よ
か
っ
た
わ
。」

「
大
金
が
入
っ
て
い
る
の
で
、
気
を
付
け
て
下
さ
い
。」

「
は
い
っ
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」

　
京
浜
東
北
線
の
ホ
ー
ム
か
ら
、
高
山
が
降
り
て
き
た
。

「
女
の
敵
め
っ
!!!
、
観
念
し
な
さ
い
!
。」

　
ガ
ツ
ン
、
と
音
が
し
た
。

「
あ
い
つ
。」

　
高
山
は
東
京
駅
に
騒
ぎ
を
止
め
に
来
た
。
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「
何
や
っ
て
る
ん
だ
桜
井
。」

「
犯
罪
者
よ
。」

　
そ
こ
へ
、
南
と
水
野
が
現
場
に
駆
け
つ
け
た
。

「
ど
う
し
た
、
痴
漢
か
。」

「
お
い
、
そ
の
人
が
一
体
何
を
し
た
ん
だ
、
気
絶
し
て
る
じ
ゃ
な
い
か
。」

「
犯
罪
者
は
情
け
は
無
用
よ
。」

「
い
や
、
そ
う
い
う
事
言
っ
て
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
。」

　
南
と
水
野
は
、
痴
漢
を
公
安
室
に
連
行
し
た
、
そ
の
時
。

「
あ
の
ー
っ
、
す
み
ま
せ
ん
。」

　
南
は
、
そ
の
女
性
に
道
案
内
を
し
た
。

「
ど
う
か
し
ま
し
た
。」

「
東
海
道
本
線
の
ホ
ー
ム
は
ど
こ
で
し
ょ
う
か
。」

「
あ
っ
、
東
海
道
本
線
で
す
か
。」

「
は
い
、
東
海
道
本
線
は
７
番
と
８
番
で
、
特
急
と
快
速
は
９
番
か
１
０
番
乗
り
は
で
す
、
ど
の
列
車
で

す
か
。」

「
は
い
、
私
は
特
急
で
伊
豆
と
天
城
へ
行
く
の
で
。」

「
あ
あ
静
岡
へ
特
急
で
、
な
ら
９
番
か
１
０
番
乗
り
場
で
す
。」
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「
あ
あ
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
。」

　
南
と
水
野
は
痴
漢
を
公
安
室
に
連
行
し
た
。

　
東
京
公
安
室

　
公
安
室
で
は
、
休
み
も
な
く
働
く
公
安
隊
、
乗
客
が
多
く
な
る
と
キ
セ
ル
や
ス
リ
も
多
く
な
る
。

　
一
方
、
そ
の
頃
特
捜
班
は
。

「
何
で
こ
う
な
る
の
よ
、
犯
人
を
退
治
し
て
始
末
書
な
ん
て
あ
り
え
な
い
わ
よ
。」

「
鉛
筆
じ
ゃ
な
く
て
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
描
け
よ
桜
井
。」

　
と
高
杉
は
言
う
。

「
今
日
、
山
手
線
と
京
浜
東
北
線
の
ホ
ー
ム
で
ひ
っ
た
く
り
１
件
、
痴
漢
１
件
。」

「
そ
う
か
、
ひ
っ
た
く
り
犯
は
逃
走
し
た
が
、
バ
ッ
ク
の
中
身
を
盗
ら
ず
に
逃
げ
た
の
か
。」

「
は
い
っ
、
お
金
も
盗
ら
ず
に
逃
げ
る
ひ
っ
た
く
り
何
て
あ
り
え
ま
す
か
。」

「
へ
ん
な
ひ
っ
た
く
り
だ
な
。」

　
南
と
水
野
は
、
山
手
線
と
京
浜
東
北
線
の
ホ
ー
ム
で
ス
リ
の
捜
査
に
戻
っ
た
。

　
香
川
は
高
杉
班
長
に
沼
津
で
起
き
た
拳
銃
強
奪
事
件
の
話
を
し
た
。

「
こ
の
重
傷
の
巽
巡
査
は
、
警
ら
中
に
発
見
し
て
襲
わ
れ
た
後
に
拳
銃
を
強
奪
し
た
そ
う
で
す
。」

「
あ
あ
、
私
も
ち
ょ
っ
と
気
に
な
っ
て
い
た
ん
だ
よ
。」

「
お
そ
ら
く
、
沼
津
で
コ
ン
ビ
ニ
強
盗
が
起
き
、
現
金
奪
っ
て
徒
歩
て
逃
走
し
た
。」
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「
お
そ
ら
く
、
ナ
イ
フ
で
店
員
を
脅
し
、
現
金
を
奪
っ
て
逃
げ
た
と
。」

　
次
の
日

「
高
山
君
。」

「
何
、
小
海
さ
ん
。」

「
昨
日
起
き
た
ひ
っ
た
く
り
は
所
轄
の
警
察
に
逮
捕
し
た
と
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。」

「
そ
う
か
、
も
う
捕
ま
っ
た
の
か
。」

「
は
い
、
商
店
街
の
ひ
っ
た
く
り
が
東
京
駅
の
ひ
っ
た
く
り
が
手
口
が
似
て
た
ん
で
す
っ
て
。」

「
な
る
ほ
ど
、
す
ぐ
班
長
に
報
告
し
て
お
か
な
い
と
。」

　
高
山
は
、
報
告
書
を
書
き
、
班
長
に
報
告
し
た
。

　
プ
ル
ル
ル
ル
ル
ル
、
と
電
話
が
鳴
っ
た
。

「
は
い
っ
、
東
京
公
安
室
公
安
特
捜
班
、
え
っ
行
方
不
明
、
わ
か
り
ま
し
た
。」

「
ど
う
し
た
、
高
山
。」

「
南
主
任
、
今
静
岡
県
警
か
ら
捜
索
願
の
入
電
が
入
り
ま
し
た
。」

「
行
方
不
明
。」

「
え
え
、
名
前
は
国
木
田
花
丸
、
浦
の
星
学
院
１
年
生
。」

「
行
方
不
明
か
、
友
人
は
そ
っ
ち
へ
向
か
っ
て
る
の
か
。」

「
え
え
。」
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し
ば
ら
く
し
て
、
友
人
の
橘
　
廉
と
津
島
善
子
が
や
っ
て
来
た
。

「
行
方
不
明
。」

「
友
達
が
、
私
が
幼
稚
園
の
時
の
幼
馴
染
で
、
ず
ら
丸
っ
て
言
う
だ
け
と
、
昨
日
か
ら
行
方
不
明
に
な
っ

て
る
の
。」

「
昨
日
は
、
野
球
練
習
だ
っ
た
の
で
ヨ
ハ
ネ
に
は
会
わ
な
か
っ
た
け
ど
、
そ
し
た
ら
俺
の
ス
マ
ホ
で
花
丸

が
い
な
く
な
っ
た
と
。」

「
な
る
ほ
ど
、
す
る
と
君
は
花
丸
ち
ゃ
ん
が
い
な
く
な
っ
た
と
連
絡
が
あ
っ
た
ん
だ
ね
。」

「
は
い
、
居
な
く
な
っ
た
の
は
事
実
だ
か
ら
。」

「
何
か
に
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
て
る
可
能
性
も
あ
る
な
。」

「
よ
し
っ
、
桜
井
と
岩
泉
は
花
丸
が
痴
漢
に
巻
き
込
ま
れ
な
か
っ
た
か
調
べ
て
く
れ
。」

「
わ
か
り
ま
し
た
。」

「
よ
し
っ
、
高
山
と
水
野
と
小
海
は
花
丸
の
行
方
を
追
う
か
ら
、
聞
き
込
み
だ
。」

「
了
解
。」

　
私
は
、
水
野
と
高
山
と
小
海
は
東
海
道
本
線
の
ホ
ー
ム
で
聞
き
込
み
を
し
た
、
だ
が
花
丸
の
行
方
は

見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。

　
そ
の
時
、
１
通
の
電
話
が
花
丸
が
見
か
け
た
と
一
方
が
あ
っ
た
。

「
え
っ
、
国
木
田
花
丸
が
見
つ
か
っ
た
、
場
所
は
。」
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「
場
所
は
、
福
井
県
の
若
狭
湾
の
見
え
る
と
こ
ろ
。」

「
そ
う
か
、
花
丸
は
福
井
に
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。」

「
そ
こ
だ
よ
、
水
野
。」

「
行
こ
う
、
福
井
へ
。」

　
南
達
は
、
東
海
道
新
幹
線
「
ひ
か
り
」
や
京
都
か
ら
特
急
「
ス
ー
パ
ー
雷
鳥
３
号
」
に
乗
り
福
井
へ

向
か
っ
た
。

　
南
と
水
野
と
高
山
と
小
海
は
敦
賀
駅
で
下
車
し
、
そ
こ
か
ら
小
浜
線
に
乗
っ
た
。

「
や
っ
と
、
小
浜
か
。」

「
よ
し
っ
、
若
狭
付
近
の
民
家
に
聞
き
込
み
だ
。」

「
了
解
。」

　
南
達
は
、
花
丸
が
小
浜
に
い
る
と
睨
ん
だ
と
民
家
に
捜
索
を
す
る
の
だ
、
高
山
が
怪
し
い
民
家
を
見

つ
け
た
。

「
見
つ
け
た
、
場
所
は
。」

「
ず
ら
丸
、
し
っ
か
り
し
て
。」

「
あ
っ
、
善
子
ち
ゃ
ん
。」

「
大
丈
夫
か
、
花
丸
。」

「
え
っ
、
ど
う
し
て
廉
君
も
。」
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「
ヨ
ハ
ネ
か
ら
連
絡
が
あ
っ
て
。」

「
怖
か
っ
た
ず
ら
。」

「
大
丈
夫
で
す
か
、
し
っ
か
り
。」

「
は
い
。」
と
花
丸
は
小
海
に
保
護
し
た
。

「
あ
っ
、
や
べ
ぇ
。」

　
男
は
、
３
８
口
径
リ
ボ
ル
バ
ー
を
持
っ
て
い
た
。

「
鉄
道
公
安
隊
だ
、
武
器
を
捨
て
な
さ
い
。」

　
と
、
南
と
水
野
と
高
山
は
コ
ル
ト
・
ロ
ー
マ
ン
を
携
行
し
て
い
た
。

「
く
そ
っ
。」

　
男
は
、
М
１
０
を
２
発
発
砲
し
、
南
も
一
発
撃
っ
た
。

「
や
め
ろ
っ
、
打
つ
な
ー
っ
。」

「
お
前
を
強
盗
致
傷
及
び
逮
捕
監
禁
の
容
疑
で
逮
捕
す
る
。」

　
男
は
、
水
野
に
手
錠
を
か
け
た
。

　
小
海
は
喜
子
と
廉
を
連
れ
て
、
病
院
へ
運
ん
だ
。

　
翌
日
、
公
安
室
で
事
件
の
報
告
を
し
た
。

「
逮
捕
し
た
の
は
吉
野
　
聖
３
４
歳
で
す
、
元
不
良
グ
ル
ー
プ
の
一
員
だ
っ
た
そ
う
で
す
。」

「
そ
う
か
、
コ
ン
ビ
ニ
強
盗
を
し
た
男
を
職
質
し
た
が
、
ナ
イ
フ
を
見
つ
け
た
大
門
巡
査
が
追
い
か
け
た
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ら
、
後
ろ
に
い
た
吉
野
に
襲
い
、
拳
銃
を
奪
っ
て
逃
げ
た
と
い
う
事
で
す
。」

「
南
と
水
野
も
い
い
コ
ン
ビ
に
な
り
そ
う
だ
。」

「
南
だ
け
で
は
な
い
ぞ
、
高
山
と
小
海
も
で
す
よ
。」

　
南
と
水
野
は
、
京
浜
東
北
線
で
ス
リ
を
追
っ
て
い
た
。

「
待
て
ー
ッ
。」

　
南
と
水
野
は
走
る
、
公
安
隊
の
激
務
は
終
わ
ら
な
い
。
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特
急
あ
ず
さ
・
愛
と
殺
意
の
中
央
本
線

　「
じ
ゃ
あ
お
兄
ち
ゃ
ん
、
行
っ
て
く
る
ね
。」

　
こ
の
日
、
花
陽
は
幼
馴
染
の
凜
と
希
と
絵
里
と
一
緒
に
車
山
高
原
へ
ハ
イ
キ
ン
グ
に
行
く
事
に
な
っ

た
、
本
当
は
陽
一
も
行
き
た
か
っ
た
の
だ
が
、
公
安
隊
の
仕
事
の
関
係
で
行
け
れ
な
か
っ
た
の
で
す
、
本

当
は
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
た
Ｌ
特
急
「
あ
ず
さ
」
に
乗
っ
て
見
た
か
っ
た
の
で
す
。

「
俺
も
乗
り
た
い
な
、
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
た
Ｌ
特
急
「
あ
ず
さ
」
に
乗
っ
て
見
た
い
な
ぁ
。」

　
と
、
呟
い
て
い
た
。

「
ど
う
し
た
小
泉
、
た
め
息
な
ん
か
つ
い
て
。」

　
と
今
野
は
言
う
。

「
あ
あ
今
野
か
、
実
は
俺
の
妹
が
長
野
県
の
車
山
高
原
に
行
く
っ
て
凛
と
希
と
絵
里
と
一
緒
に
行
く
っ

て
新
宿
か
ら
８
時
発
の
特
急
「
あ
ず
さ
５
号
」
に
乗
っ
て
諏
訪
で
下
車
し
て
バ
ス
に
乗
っ
て
行
く
ん
だ

そ
う
だ
、
今
回
は
日
帰
り
で
車
山
高
原
に
行
く
ん
だ
そ
う
だ
。」

「
あ
ず
さ
。」

　
と
高
山
が
言
う
。

「
ど
う
し
た
、
高
山
。」
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「
あ
っ
、
今
度
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
た
と
聞
い
て
い
た
ん
だ
け
ど
。」

「
お
う
、
新
型
車
両
に
な
っ
た
っ
て
言
っ
て
た
な
。」

「
あ
ず
さ
か
、
私
も
一
度
は
乗
っ
て
見
た
い
っ
て
思
っ
て
た
ん
だ
よ
。」

「
南
主
任
も
で
す
か
。」

「
あ
あ
、
私
も
一
度
は
乗
っ
て
見
た
か
っ
た
か
っ
た
ん
だ
よ
。」

「
へ
ぇ
。」

　
と
、
そ
こ
へ
桜
井
と
岩
泉
は
１
人
の
男
を
連
行
し
て
連
れ
て
き
ま
し
た
。

「
主
任
、
恐
喝
の
男
を
逮
捕
し
ま
し
た
。」

「
そ
う
か
、
取
り
調
べ
頼
む
よ
。」

「
は
い
っ
。」

「
高
山
、
取
り
調
べ
頼
む
よ
。」

「
わ
か
り
ま
し
た
。」

　
一
方
、
花
陽
と
凜
と
希
は
新
宿
発
Ｌ
特
急
「
あ
ず
さ
５
号
」
に
乗
り
、
８
時
に
新
宿
を
発
車
し
た
。

　
プ
ァ
ー
ン

「
山
登
り
は
楽
し
い
に
ゃ
ー
。」

「
ホ
ン
ト
に
。」

「
今
日
は
い
い
天
気
で
良
か
っ
た
で
す
ね
。」
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「
う
ん
。」

「
ね
ぇ
、
知
っ
て
る
。」

「
何
を
知
っ
て
る
っ
て
。」

「
昔
、
あ
ず
さ
２
号
が
は
や
っ
た
で
し
ょ
。」

「
う
ん
。」

「
ダ
イ
ヤ
改
正
で
あ
ず
さ
５
号
で
同
じ
列
車
な
の
よ
。」

「
へ
ぇ
ー
。」

　
２
時
間
後
、
花
陽
達
が
乗
っ
た
「
あ
ず
さ
５
号
」
は
上
諏
訪
駅
に
到
着
し
た
。

「
あ
れ
っ
、
何
か
落
ち
て
い
る
わ
。」

「
ど
う
し
た
の
、
か
よ
ち
ん
。」

「
何
か
、
落
と
し
て
い
た
け
ど
、
私
ち
ょ
っ
と
届
け
て
く
る
ね
。」

「
気
を
つ
け
て
な
。」

　
花
陽
は
そ
の
男
に
届
け
よ
う
と
近
づ
い
た
が
。

「
こ
れ
落
と
し
ま
し
た
よ
。」

「
い
っ
、
こ
の
ー
っ
。」

「
う
わ
っ
、
何
今
の
人
。」

　
男
は
走
り
去
っ
て
い
っ
た
。
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「
見
か
け
な
い
人
だ
っ
た
に
ゃ
。」

「
う
ん
。」

　
花
陽
達
は
上
諏
訪
駅
か
ら
バ
ス
に
乗
っ
て
車
山
高
原
に
向
か
っ
た
。

　
車
山
高
原

「
う
わ
ー
っ
、
結
構
眺
め
が
い
い
ね
。」

「
空
気
も
美
味
し
い
し
ね
。」

「
テ
ン
シ
ョ
ン
上
が
る
ニ
ャ
ー
ッ
!
。」

　
花
陽
と
凜
と
希
と
絵
里
は
、
車
山
山
頂
ま
で
登
っ
て
や
っ
て
来
ま
し
た
。

「
海
未
と
真
姫
ち
ゃ
ん
も
行
き
た
か
っ
た
か
な
。」

「
そ
う
だ
ね
。」

　
今
日
の
昼
食
は
ホ
ル
シ
チ
と
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
を
食
べ
な
が
ら
会
話
し
ま
し
た
。

「
う
ー
ん
、
美
味
し
い
。」

　
絵
里
は
美
味
し
そ
う
に
ポ
ル
シ
チ
を
食
べ
て
い
た
。

「
凜
ち
ゃ
ん
、
車
山
高
原
に
来
て
よ
か
っ
た
ね
。」

「
う
ん
、
山
も
気
持
ち
い
い
し
、
空
気
も
美
味
し
い
に
ゃ
あ
。」

「
で
も
、
休
み
の
日
に
長
野
の
高
原
に
来
て
よ
か
っ
た
や
ね
。」

「
う
ん
。」
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そ
し
て
、
事
件
は
起
き
た
。

「
ね
ぇ
、
こ
の
山
小
屋
に
誰
か
い
る
み
た
い
だ
よ
。」

「
本
当
だ
、
人
が
倒
れ
て
る
み
た
い
だ
け
ど
、
何
か
や
ば
く
な
い
。」

「
え
り
ち
、
そ
う
言
わ
れ
て
見
れ
ば
そ
の
人
死
ん
で
る
み
た
い
だ
け
ど
。」

「
ひ
っ
、
し
、
し
し
し
、
死
ん
で
る
よ
。」

　
花
陽
と
凜
は
叫
ん
だ
。

「
キ
ャ
ー
ッ
!!
。」

　
そ
し
て
、
陽
一
が
勤
務
す
る
公
安
特
捜
班
で
は
１
本
の
電
話
が
入
っ
た
。

「
は
い
公
安
特
捜
班
、
花
陽
か
ど
う
し
た
の
?
。」

「
死
ん
じ
ゃ
っ
た
、
車
山
高
原
で
人
が
死
ん
じ
ゃ
っ
た
ん
だ
よ
。」

「
え
っ
、
そ
れ
本
当
。」

「
う
ん
、
今
諏
訪
警
察
署
に
い
る
の
。」

「
う
ん
、
分
っ
た
俺
も
そ
っ
ち
へ
行
く
か
ら
な
。」

　
小
泉
は
今
野
と
一
緒
に
、
松
本
行
の
Ｌ
特
急
「
あ
ず
さ
１
７
号
」
に
乗
っ
て
上
諏
訪
へ
向
か
っ
た
。

　
諏
訪
警
察
署

「
ど
う
も
、
諏
訪
署
の
川
田
で
す
。」

「
鉄
道
公
安
隊
の
小
泉
で
す
。」
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「
同
じ
く
今
野
で
す
。」

「
あ
っ
、
お
兄
ち
ゃ
ん
大
変
だ
っ
た
よ
。」

「
大
丈
夫
か
花
陽
。」

「
う
ん
、
そ
の
人
さ
っ
き
駅
で
落
し
物
を
拾
っ
て
届
け
た
ん
だ
け
ど
、
お
礼
も
言
わ
ず
に
そ
の
ま
ま
立
ち

去
っ
て
行
っ
た
人
な
の
。」

「
な
る
ほ
ど
、
落
し
物
を
届
け
た
人
が
被
害
者
っ
て
事
だ
な
。」

「
う
ん
。」

「
竹
山
警
部
、
被
害
者
は
大
原
　
賢
児
さ
ん
４
５
歳
で
す
。」

「
う
ん
、
凶
器
は
。」

「
恐
ら
く
、
２
２
口
径
の
自
動
拳
銃
と
考
え
ら
れ
ま
す
。」

「
２
２
口
径
か
。」

「
か
な
り
凄
い
自
動
拳
銃
で
す
か
ね
。」

　
小
泉
と
今
野
は
特
捜
班
に
連
絡
し
て
事
件
の
関
連
を
調
べ
て
見
た
、
実
は
南
達
が
今
追
っ
て
い
る
事

件
と
関
連
し
て
い
た
の
だ
。

「
あ
あ
小
泉
か
、
犯
人
が
使
用
し
た
拳
銃
は
先
週
松
本
で
起
き
た
襲
撃
事
件
に
使
わ
れ
た
と
同
じ
も
の

だ
。」

「
そ
う
か
、
わ
か
っ
た
。」
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次
の
日
、
小
泉
と
今
野
は
桜
井
と
共
に
車
山
高
原
の
殺
人
事
件
の
足
取
り
を
追
う
事
に
な
っ
た
。

「
あ
の
男
、
怪
し
い
な
。」

「
後
つ
け
て
見
よ
う
。」

　
小
泉
と
今
野
は
桜
井
と
共
に
、
７
時
３
０
分
発
松
本
行
の
Ｌ
特
急
「
あ
ず
さ
３
号
」
に
乗
っ
て
尾
行

し
た
。

「
班
長
の
話
だ
と
、
車
山
高
原
の
山
小
屋
で
起
き
た
殺
人
事
件
に
は
共
犯
が
い
た
と
言
っ
て
い
た
な
。」

「
多
分
、
こ
の
人
じ
ゃ
な
い
か
と
。」

「
似
て
る
わ
、
絶
対
に
。」

「
お
い
っ
、
桜
井
何
で
拳
銃
を
持
っ
て
る
ん
だ
。」

「
犯
人
は
２
２
口
径
の
自
動
拳
銃
を
持
っ
て
る
の
よ
。」

「
え
。」

「
追
う
わ
よ
、
小
泉
、
今
野
。」

「
奴
は
、
松
本
で
逃
げ
る
つ
も
り
だ
わ
。」

　
桜
井
は
小
泉
と
今
野
と
共
に
犯
人
を
追
っ
た
。

「
本
当
に
犯
人
な
の
か
桜
井
。」

「
間
違
い
な
い
わ
。」

「
ほ
ら
い
た
っ
。」
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そ
の
時
、
男
は
ル
ガ
ー
２
２
口
径
を
持
っ
て
い
た
。

「
動
く
な
、
東
京
中
央
鉄
道
公
安
室
・
公
安
特
捜
班
よ
。」

「
何
っ
、
私
服
の
刑
事
か
。」

「
観
念
し
な
さ
い
!
。」

「
う
る
せ
ぇ
。」

　
バ
キ
ュ
ー
ン
、
バ
キ
ュ
ー
ン

　
男
は
ル
ガ
ー
２
２
口
径
を
２
発
撃
っ
た
が
、
桜
井
達
に
は
効
か
な
い
。

　
バ
キ
ュ
ー
ン

　
そ
の
時
、
桜
井
の
コ
ル
ト
３
８
口
径
を
１
発
発
砲
し
た
。

「
グ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ッ
!
。」

「
小
泉
、
今
野
、
手
錠
よ
。」

「
わ
か
っ
て
る
よ
。」

　
小
泉
は
男
を
手
錠
を
か
け
た
。

「
小
泉
、
こ
い
つ
は
。」

「
あ
っ
、
や
っ
ぱ
り
長
野
県
警
に
手
配
さ
れ
て
い
る
右
翼
組
織
の
加
賀
谷
　
憲
治
だ
。」

「
お
前
が
車
山
高
原
の
山
小
屋
の
事
件
も
お
前
が
か
。」

「
そ
う
さ
、
奴
は
裏
切
っ
た
ん
だ
、
そ
れ
で
殺
し
た
の
さ
。」
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公
安
特
捜
班

「
桜
井
、
小
泉
、
今
野
は
よ
く
や
っ
た
。」

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

「
も
う
１
人
の
共
犯
は
糸
魚
川
で
逮
捕
し
た
そ
う
だ
。」

「
そ
う
で
す
か
。」

「
桜
井
達
も
お
手
柄
で
し
た
ね
。」

　
こ
う
し
て
、
花
陽
の
日
帰
り
信
州
は
右
翼
組
織
と
遭
遇
し
、
犯
人
確
保
に
導
い
た
。
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二
階
座
席
の
女
　
狙
わ
れ
た
人
気
ア
イ
ド
ル

　　
沢
村
美
乃
は
、
Ｊ
Ｒ
に
、
新
し
い
列
車
が
登
場
す
る
た
び
に
、
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
る
。

　
音
ノ
木
坂
学
院
の
高
校
生
、
穂
乃
果
の
妹
高
坂
　
雪
穂
は
亜
里
沙
と
美
乃
と
一
緒
に
東
海
道
本
線
の

新
型
特
急
列
車
が
運
転
開
始
す
る
と
三
人
で
乗
り
に
行
く
事
に
な
っ
た
の
で
す
、
穂
乃
果
は
母
と
話
し

合
っ
た
結
果
行
っ
て
も
い
い
よ
と
許
可
が
出
た
。

「
私
、
ス
ー
パ
ー
踊
り
子
号
に
乗
り
た
い
な
。」

「
へ
ぇ
、
そ
の
沢
村
っ
て
言
う
子
、
電
車
が
好
き
な
の
?
。」

「
う
ん
、
結
構
鉄
道
が
好
き
な
ん
だ
っ
て
。」

「
あ
の
子
も
電
車
が
好
き
な
ん
だ
ね
。」

　
そ
し
て
、
東
京
駅
に
行
っ
た
雪
穂
と
亜
里
沙
と
美
乃
は
東
海
道
本
線
の
ホ
ー
ム
へ
や
っ
て
来
た
。

「
あ
っ
、
あ
れ
が
ス
ー
パ
ー
踊
り
子
ね
。」

「
う
ん
、
私
た
ち
は
乗
る
の
は
こ
の
辺
り
か
な
。」

　
雪
穂
た
ち
は
乗
っ
た
ス
ー
パ
ー
ビ
ュ
ー
踊
り
子
は
東
京
駅
に
発
車
し
た
。

「
海
が
近
く
て
長
め
が
い
い
ね
。」

「
だ
っ
て
東
海
道
本
線
は
海
を
渡
っ
て
神
戸
ま
で
目
指
す
ん
だ
か
ら
。」

32  二階座席の女　狙われた人気アイドル



「
う
ん
。」

　
そ
こ
に
は
、
高
山
と
桜
井
と
小
海
と
岩
泉
も
乗
っ
て
い
た
の
だ
。

「
あ
の
何
か
あ
っ
た
ん
で
す
か
。」

「
実
は
今
、
伊
東
で
行
う
ア
イ
ド
ル
の
イ
ベ
ン
ト
の
警
戒
に
当
た
っ
て
る
ん
で
す
。」

「
う
ー
ん
、
そ
う
な
ん
だ
。」

　
一
方
、
特
捜
班
で
は
南
達
は
最
近
、
ア
イ
ド
ル
の
嫌
が
ら
せ
や
脅
迫
す
る
事
件
が
発
生
し
て
い
た
の

だ
。

「
今
高
山
達
は
、
人
気
ア
イ
ド
ル
の
警
戒
に
当
た
っ
て
い
る
が
、
何
し
ろ
大
湊
室
長
の
フ
ァ
ン
で
も
あ
る

ん
だ
。」

「
班
長
、
先
週
起
き
た
ア
イ
ド
ル
の
脅
迫
も
４
件
だ
そ
う
で
す
。」

「
確
か
イ
ベ
ン
ト
会
場
は
伊
東
で
し
た
ね
。」

「
え
え
、
今
高
山
達
が
向
か
っ
て
る
か
ら
な
。」

「
ま
ぁ
、
少
し
様
子
を
見
よ
う
。」

　
雪
穂
た
ち
は
、
ス
ー
パ
ー
ビ
ュ
ー
踊
り
子
に
乗
っ
て
る
と
亜
里
沙
が
席
を
離
れ
た
。

「
私
ち
ょ
っ
と
売
店
で
買
い
物
に
行
っ
て
く
る
か
ら
ね
。」

「
気
を
付
け
て
よ
。」

　
そ
の
時
、
亜
里
沙
は
グ
リ
ー
ン
席
で
女
性
の
死
体
を
発
見
し
た
の
だ
。
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「
キ
ャ
ー
ッ
!
」

　
と
、
亜
里
沙
は
悲
鳴
を
上
げ
た
。

　
雪
歩
と
美
乃
は
、
亜
里
沙
の
方
に
行
く
と
そ
こ
へ
高
山
と
桜
井
が
駆
け
つ
け
て
き
た
。

「
ど
う
し
た
ん
で
す
か
。」

「
こ
の
女
性
が
死
ん
で
る
の
。」

「
な
、
何
だ
っ
て
。」

「
美
乃
ち
ゃ
ん
、
車
掌
さ
ん
呼
ん
で
き
て
。」

「
わ
か
っ
た
。」

　
１
０
時
１
１
分
、
伊
東
に
到
着
。

　
伊
東
駅
に
応
援
の
公
安
隊
や
伊
東
署
の
刑
事
が
到
着
し
た
。

「
死
因
は
、
青
酸
カ
リ
に
よ
る
中
毒
死
の
よ
う
で
す
。」

「
そ
う
か
、
被
害
者
の
身
元
は
。」

「
被
害
者
は
新
見
敦
子
さ
ん
２
６
歳
で
す
。」

「
う
ん
、
こ
の
瓶
入
り
ド
リ
ン
ク
に
誰
か
が
混
入
し
た
の
で
す
か
ね
。」

「
可
能
性
が
あ
り
ま
す
ね
。」

「
で
も
、
あ
な
た
が
ど
う
し
て
こ
の
列
車
に
乗
っ
て
た
ん
で
す
か
。」

「
実
は
今
、
人
気
ア
イ
ド
ル
の
警
戒
に
当
た
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
発
見
し
ま
し
た
。」
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「
わ
か
っ
た
、
そ
の
線
で
捜
査
し
て
み
ま
す
。」

　
事
件
直
後
、
ス
テ
ー
ジ
で
も
事
件
が
起
き
た
。

「
何
、
こ
の
紙
は
。」

　
シ
ュ
ボ
ー
ッ

　
と
、
そ
の
時
ス
テ
ー
ジ
は
火
を
噴
い
た
。

「
う
わ
っ
。」

　
そ
の
後
、
現
場
に
来
て
い
た
高
山
と
桜
井
と
小
海
と
岩
泉
は
現
場
検
証
し
て
い
た
。

「
何
か
あ
っ
た
の
か
。」

「
焦
げ
跡
な
ん
て
全
然
な
い
ぜ
。」

「
そ
う
か
、
犯
人
は
ど
う
し
て
こ
ん
な
事
を
。」

「
そ
れ
は
フ
ラ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
だ
よ
。」

「
手
品
と
か
で
使
う
よ
。」

「
な
る
ほ
ど
。」

　
そ
し
て
、
い
よ
い
よ
鹿
島
乃
亜
の
ス
テ
ー
ジ
が
始
ま
っ
た
。

「
ど
う
だ
、
高
山
の
方
は
ど
う
だ
。」

　
そ
の
頃
、
特
捜
班
の
南
と
水
野
と
香
川
と
今
野
も
合
流
し
た
。

「
い
い
え
、
ス
ー
パ
ー
ビ
ュ
ー
踊
り
子
の
事
件
の
犯
人
は
毒
入
り
の
瓶
飲
料
に
混
入
し
た
と
考
え
ら
れ
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ま
す
。」

「
そ
う
か
、
今
静
岡
県
警
に
も
協
力
し
て
も
ら
っ
た
か
ら
必
ず
現
れ
る
は
ず
だ
。」

「
そ
れ
が
、
犯
人
は
二
人
ら
し
い
ん
で
す
。」

「
そ
う
か
、
１
人
は
ス
タ
ッ
フ
に
成
り
す
ま
し
て
い
る
の
か
。」

「
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。」

　
一
方
、
雪
穂
と
亜
里
沙
と
美
乃
は
乃
亜
の
ス
テ
ー
ジ
に
来
て
い
た
の
で
す
。

「
ワ
ク
ワ
ク
す
る
は
ね
。」

「
う
ん
。」

「
み
ん
な
で
応
援
す
る
よ
。」

「
オ
ー
ッ
。」

　
３
人
は
乃
亜
の
ス
テ
ー
ジ
を
見
に
来
て
い
た
の
だ
。

　
い
よ
い
よ
、
鹿
島
乃
亜
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
始
ま
っ
た
の
で
す
。

「
み
ん
な
、
応
援
す
る
よ
。」

「
う
ん
。」

「
乃
亜
ち
ゃ
ー
ん
。」

　
曲
が
流
れ
る
と
雪
穂
た
ち
は
叫
ん
で
い
た
。

「
あ
っ
、
あ
ぶ
な
い
。」
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「
ど
う
し
た
の
亜
里
沙
。」

「
乃
亜
ち
ゃ
ん
を
狙
っ
て
る
。」

「
え
っ
。」

「
確
保
ー
っ
。」

　
香
川
と
今
野
は
１
人
の
男
を
確
保
し
た
。

「
お
前
を
殺
人
未
遂
の
現
行
犯
で
逮
捕
す
る
。」

「
く
そ
っ
。」

　
そ
の
時
、
亜
里
沙
が
香
川
公
安
官
に
行
っ
た
。

「
あ
っ
、
こ
の
人
よ
ス
ー
パ
ー
ビ
ュ
ー
踊
り
子
で
女
性
を
殺
し
た
の
は
。」

「
本
当
か
。」

「
う
ん
、
私
が
売
店
で
お
菓
子
を
買
っ
て
い
た
ら
、
何
か
瓶
の
中
に
液
体
な
も
の
を
入
れ
て
た
の
を
。」

「
本
当
か
。」

「
あ
と
も
う
一
人
は
、
そ
の
脅
迫
事
件
の
。」

　
高
山
は
１
人
の
ふ
た
っ
ふ
に
目
を
付
け
た
、
そ
の
ス
タ
ッ
フ
が
怪
し
い
と
気
づ
い
た
。

「
あ
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
確
か
一
連
の
脅
迫
事
件
の
犯
人
か
も
し
れ
な
い
。」

「
え
え
っ
。」

　
そ
の
時
、
高
山
は
乃
亜
を
保
護
し
た
。
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「
じ
ゃ
あ
、
こ
の
人
は
。」

「
実
は
今
、
ア
イ
ド
ル
の
脅
迫
事
件
の
犯
人
だ
よ
。」

「
え
え
っ
。」

　
桜
井
と
高
山
は
１
人
の
ス
タ
ッ
フ
を
確
保
し
た
。

「
コ
ノ
ヤ
ロ
ー
!
、
お
前
の
命
を
。」

「
高
山
っ
、
大
丈
夫
。」

「
な
ん
と
か
。」

　
犯
人
は
矢
野
明
弘
３
４
歳
、
２
年
前
に
ス
ク
ー
ル
ア
イ
ド
ル
を
襲
撃
事
件
の
犯
人
だ
っ
た
、
も
う
１

人
は
伊
藤
星
児
郎
４
８
歳
、
違
法
宗
教
の
１
員
だ
っ
た
、
彼
は
違
法
宗
教
に
入
っ
た
際
に
毒
入
り
の
購

入
事
件
の
真
似
を
し
た
か
っ
た
と
自
供
し
た
。

「
俺
は
大
丈
夫
だ
よ
、
防
刀
弾
チ
ョ
ッ
キ
を
着
て
い
た
か
ら
ね
。」

「
全
く
、
高
山
も
や
り
そ
う
な
事
だ
。」

　
こ
う
し
て
、
観
客
が
パ
ニ
ッ
ク
も
起
こ
さ
ず
無
事
鹿
島
乃
亜
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
無
事
に
終
え
た
。
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ひ
か
り
最
終
便
の
女

　　
東
京
中
央
公
安
室
公
安
特
捜
班
の
高
杉
は
、
こ
こ
二
日
間
、
続
け
て
、
東
京
駅
に
、
人
を
見
送
り
に

行
っ
た
。

　
一
度
は
、
大
阪
府
警
の
警
部
で
、
も
う
一
度
は
、
大
学
時
代
の
友
人
で
あ
る
。

　
二
人
と
も
、
２
１
時
０
０
分
発
、
新
大
阪
行
の
最
終
の
「
ひ
か
り
３
２
３
号
」
だ
っ
た
。

　
大
阪
府
警
の
大
谷
と
言
う
警
部
は
、
会
議
が
長
引
き
、
疲
れ
た
の
で
、
新
幹
線
の
中
で
寝
て
帰
り
た

い
と
い
う
の
で
、
こ
の
３
２
３
号
の
個
室
を
、
高
杉
の
方
で
、
用
意
し
た
の
だ
っ
た
。

　
大
学
の
友
人
、
河
原
は
、
仕
事
で
、
よ
く
東
京
に
来
て
い
た
が
、
帰
る
と
き
は
、
必
ず
、
こ
の
列
車

の
個
室
に
し
て
い
る
男
だ
っ
た
。
だ
か
ら
、
東
京
に
着
く
と
す
ぐ
、「
ひ
か
り
３
２
３
号
」
の
個
室
の
切

符
を
、
買
っ
て
お
く
の
で
あ
る
。

　
こ
の
列
車
の
後
に
、
２
１
時
２
４
分
発
の
「
ひ
か
り
１
７
１
号
」
が
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
、
名
古
屋

止
ま
り
な
の
で
、
大
阪
ま
で
行
く
人
に
と
っ
て
は
、
や
は
り
、「
ひ
か
り
３
２
３
号
」
が
、
最
終
に
な
る
。

最
近
で
は
最
終
ひ
か
り
の
事
を
シ
ン
デ
レ
ラ
エ
ク
ス
プ
レ
ス
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
だ
、
週
末
に
東
京
で

過
ご
し
、
又
離
れ
離
れ
に
な
る
。

「
へ
ぇ
、
最
終
ひ
か
り
の
事
を
シ
ン
デ
レ
ラ
エ
ク
ス
プ
レ
ス
っ
て
言
う
の
か
。」
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「
そ
う
よ
、
な
ん
か
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
列
車
の
名
前
ね
。」

「
高
山
と
小
海
は
ま
だ
帰
ら
な
い
の
か
。」

「
は
い
、
今
日
中
に
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
書
類
が
あ
り
ま
す
の
で
。」

「
そ
う
か
、
無
理
知
ら
れ
ん
よ
。」

「
お
疲
れ
様
で
し
た
、
南
主
任
。」

　
東
京
駅
・
１
４
番
ホ
ー
ム

「
愛
し
て
る
よ
。」

「
う
ん
、
つ
か
さ
こ
そ
。」

　
プ
ル
ル
ル
ル
ル
ル
ル
ー
ッ
、

「
ま
も
な
く
１
４
番
乗
り
場
に
、
ひ
か
り
３
２
３
号
新
大
阪
行
が
発
車
し
ま
す
。」

　
と
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
、
ド
ア
が
閉
ま
り
、
最
終
ひ
か
り
は
発
車
し
た
。
つ
か
さ
は
ひ
か
り
が
発

車
し
た
と
同
時
に
彼
氏
に
追
い
か
け
な
が
ら
ひ
か
り
を
追
い
か
け
て
い
た
。
つ
か
さ
は
彼
氏
が
乗
っ

た
ひ
か
り
３
２
３
号
が
遠
く
へ
走
り
去
っ
て
い
っ
た
。

「
ふ
う
ー
っ
、
終
わ
っ
た
、
桜
井
、
俺
は
上
が
る
か
ら
よ
ろ
し
く
。」

「
高
山
、
私
は
今
日
当
直
だ
か
ら
。」

「
そ
う
か
、
後
よ
ろ
し
く
。」

「
う
ん
。」
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こ
の
日
特
捜
班
で
当
直
の
日
は
桜
井
と
水
野
と
岩
泉
だ
っ
た
。
そ
の
時
、
事
件
が
発
生
し
た
。

　
ひ
か
り
１
０
０
系
・
グ
リ
ー
ン
個
室

　
あ
る
日
、
車
掌
は
乗
車
券
を
拝
見
に
回
っ
て
い
た
。

「
ご
乗
車
有
難
う
ご
さ
い
ま
す
、
乗
車
券
を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。」

　
と
、
そ
の
時
、
車
掌
は
グ
リ
ー
ン
個
室
を
覗
い
て
み
る
と
１
人
の
男
が
死
ん
で
い
た
の
だ
。

「
う
っ
、
何
だ
こ
の
匂
い
は
、
げ
っ
、
こ
の
男
、
し
、
し
し
、
死
ん
で
る
よ
、
う
わ
ー
っ
。」

　
車
掌
は
、
す
ぐ
に
車
掌
長
に
報
告
し
、
す
ぐ
に
新
大
阪
駅
で
停
車
さ
せ
現
場
検
証
が
行
わ
れ
た
。

　
次
の
日
、
新
大
阪
駅
で
殺
人
事
件
の
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
た
、
そ
れ
を
見
て
い
た
桜
井
と
岩
泉
と
水
野

は
び
っ
く
り
し
た
。

「
あ
っ
、
こ
の
ひ
か
り
、
昨
日
班
長
が
友
人
と
見
送
っ
た
時
の
だ
。」

「
え
っ
、
本
当
か
そ
れ
岩
泉
。」

「
何
で
す
っ
て
。」

　
そ
こ
へ
、
高
杉
公
安
班
長
が
や
っ
て
来
た

「
ど
う
し
た
ん
だ
、
桜
井
、
岩
泉
、
水
野
。」

「
昨
日
見
送
っ
た
ひ
か
り
３
２
３
号
で
殺
人
が
起
き
た
っ
て
。」

「
何
だ
っ
て
。」

　
プ
ル
ル
ル
ル
ル
ル
ル
。
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と
、
そ
こ
へ
、
特
捜
班
に
電
話
が
入
っ
た
。

「
は
い
っ
公
安
特
捜
班
、
え
っ
、
緒
川
　
進
４
３
歳
、
わ
か
り
ま
し
た
調
べ
て
見
ま
す
。」

「
班
長
、
事
件
で
す
か
。」

「
今
大
阪
府
警
か
ら
協
力
要
請
が
あ
っ
た
、
緒
川
　
進
と
い
う
人
を
調
べ
て
く
れ
。」

「
わ
か
り
ま
し
た
。」

　
南
は
、
桜
井
と
岩
泉
と
水
野
を
連
れ
て
被
害
者
の
身
元
を
当
た
る
こ
と
に
し
た
。

「
被
害
者
は
、
世
田
谷
の
人
み
た
い
で
す
ね
。」

「
よ
し
っ
、
桜
井
と
岩
泉
は
ひ
か
り
号
に
不
審
者
は
い
な
か
っ
た
か
聞
き
込
み
を
し
て
く
れ
。」

「
わ
か
り
ま
し
た
。」

　
南
と
水
野
は
、
被
害
者
が
勤
務
す
る
会
社
に
行
っ
て
見
た
。

「
ど
う
も
、
鉄
道
公
安
隊
の
南
で
す
。」

「
同
じ
く
水
野
で
す
。」

「
あ
の
、
緒
川
社
長
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。」

「
あ
の
ー
、
緒
川
社
長
は
昨
日
の
夜
に
大
阪
へ
出
張
へ
行
っ
て
い
ま
し
て
。」

「
そ
う
で
す
か
。」

「
あ
の
ー
、
社
長
が
何
か
。」

「
実
は
で
す
ね
、
ひ
か
り
３
２
３
号
の
グ
リ
ー
ン
個
室
で
死
体
で
発
見
さ
れ
ま
し
て
ね
。」
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「
え
っ
、
社
長
が
。」

「
は
い
、
何
か
変
わ
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。」

「
え
え
、
そ
こ
ま
で
は
。」

　
公
安
特
捜
班

「
被
害
者
は
、
緒
川
進
さ
ん
４
３
歳
、「
サ
ン
オ
ー
ト
・
オ
ガ
ワ
」
の
会
社
社
長
で
す
。」

「
う
ん
、
そ
の
サ
ン
オ
ー
ト
・
オ
ガ
ワ
っ
て
。」

「
え
え
、
大
手
ア
メ
リ
カ
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
販
売
店
だ
そ
う
で
す
。」

「
う
ー
む
、
な
る
ほ
ど
。」

「
班
長
、
昨
日
の
ひ
か
り
３
２
３
号
の
乗
客
に
赤
い
バ
ブ
リ
ー
服
を
着
た
女
性
を
目
撃
し
て
い
ま
す
。」

「
え
っ
、
本
当
か
。」

「
は
い
っ
、
み
ど
り
の
窓
口
の
人
に
確
認
し
ま
し
た
。」

「
そ
う
か
、
よ
し
っ
、
香
川
と
高
山
は
そ
の
女
性
の
捜
索
だ
。」

「
わ
か
り
ま
し
た
。」

　
梶
山
は
、
高
杉
班
長
に
現
場
の
遺
留
品
が
見
つ
か
っ
た
と
報
告
し
た
。

「
班
長
、
グ
リ
ー
ン
個
室
に
ピ
ン
ク
色
の
香
水
瓶
が
落
ち
て
い
た
と
。」

「
香
水
瓶
?
。」

「
え
え
、
大
阪
府
警
の
冴
島
警
部
の
話
だ
と
個
室
の
床
に
落
ち
て
い
た
と
。」
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「
な
る
ほ
ど
。」

「
班
長
、
死
因
は
ア
イ
ス
ピ
ッ
ク
に
よ
る
出
血
死
だ
そ
う
で
す
。」

「
ア
イ
ス
ビ
ッ
ク
か
。」

　
高
山
と
小
泉
は
赤
い
服
を
着
た
バ
ブ
リ
ー
ガ
ー
ル
の
人
に
声
を
か
け
た
。

「
す
い
ま
せ
ん
、
鉄
道
公
安
隊
の
者
で
す
が
。」

「
な
ん
で
し
ょ
う
か
。」

　
そ
の
女
性
は
特
捜
班
に
任
意
同
行
し
、
事
情
聴
取
を
行
っ
た
。

「
え
っ
、
そ
ん
な
の
知
り
ま
せ
ん
よ
、
そ
の
ア
イ
ス
ピ
ッ
ク
、
で
も
そ
の
香
水
は
私
が
挙
げ
た
も
の
で
す

け
ど
。」

「
そ
う
で
す
か
、
じ
ゃ
あ
席
は
普
通
席
に
座
っ
て
た
ん
で
す
ね
。」

「
え
え
、
間
違
い
な
い
わ
よ
。」

　
彼
女
の
名
前
は
上
原
美
幸
２
４
歳
、
バ
ー
の
店
員
で
あ
る
が
最
終
便
の
ひ
か
り
３
２
３
号
に
は
乗
っ

て
い
た
が
彼
女
で
は
な
か
っ
た
。

「
あ
の
最
終
便
に
乗
っ
て
い
た
美
女
は
誰
な
の
か
。」

「
私
は
そ
の
人
を
殺
し
て
い
ま
せ
ん
、
本
当
で
す
。」

「
主
任
、
犯
人
は
別
の
人
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。」
と
香
川
は
言
う

「
え
っ
。」
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「
何
だ
っ
て
、
犯
人
は
別
人
か
。」

「
え
え
。」

「
犯
人
は
ど
う
や
っ
て
グ
リ
ー
ン
個
室
に
入
っ
た
の
か
、
殺
害
方
法
は
ア
イ
ス
ピ
ッ
ク
で
首
を
刺
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。」

「
可
能
性
が
あ
り
ま
す
ね
。」

「
あ
あ
。」

　
２
日
後
、
殺
人
事
件
の
真
犯
人
鮎
原
麻
沙
美
２
７
歳
を
逮
捕
し
た
、
２
年
前
に
解
雇
さ
れ
た
の
犯
行

だ
っ
た
。
彼
女
は
緒
川
を
殺
害
し
た
こ
と
も
自
供
し
た
。

「
シ
ン
デ
レ
ラ
エ
ク
ス
プ
レ
ス
っ
て
、
切
な
い
者
な
の
ね
。」

「
う
ん
、
週
末
に
過
ご
す
と
別
れ
が
来
る
っ
て
訳
さ
。」

「
う
ん
、
そ
う
だ
な
高
山
、
桜
井
。」

　
と
、
言
い
な
が
ら
２
１
時
０
０
分
新
大
阪
行
「
ひ
か
り
３
２
３
号
」
を
見
な
が
ら
、
東
京
駅
を
発
車

し
た
。
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寝
台
特
急
「
北
斗
星
」
５
７
分
の
殺
意

　　
北
海
道
・
札
幌

　
時
計
台
は
北
一
条
西
二
丁
目
に
あ
り
、
札
幌
の
シ
ン
ボ
ル
と
言
わ
れ
て
い
る
。
明
治
１
１
年
に
札
幌

農
学
校
の
演
武
場
と
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
今
で
も
そ
の
ま
ま
の
形
で
残
っ
て
い
る
。

　
佐
藤
新
次
郎
も
、
２
年
前
に
札
幌
に
単
身
赴
任
し
て
、
初
め
て
こ
の
時
計
台
を
見
た
時
に
は
、
が
っ

か
り
し
た
。

「
札
幌
市
で
何
と
か
な
ら
な
い
の
か
し
ら
」

　
と
観
光
客
の
女
性
は
言
っ
た
。

「
こ
れ
が
札
幌
の
シ
ン
ボ
ル
な
の
」

「
が
っ
か
り
ね
、
で
も
記
念
写
真
く
ら
い
は
撮
っ
て
お
か
な
く
ち
ゃ
ね
」

　
時
計
台
も
カ
メ
ラ
に
収
め
る
に
は
、
歩
道
を
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
背
後
の
車
道
に
は
ひ
っ
き
り

な
し
に
車
が
通
っ
て
い
る
。

　
そ
れ
に
歩
道
は
観
光
客
だ
け
で
な
く
、
地
元
の
札
幌
の
人
が
通
っ
て
い
る
。
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス

が
な
か
な
か
な
い
。
カ
メ
ラ
に
気
付
い
て
足
を
止
め
る
通
行
人
も
い
る
が
、
無
視
す
る
人
も
多
い
。

「
時
計
台
が
こ
れ
じ
ゃ
、
札
幌
も
た
い
し
た
こ
と
は
な
い
わ
ね
」
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「
札
幌
は
や
め
て
、
登
別
温
泉
で
も
行
っ
て
見
な
い
。」

「
で
も
、
今
か
ら
じ
ゃ
、
ホ
テ
ル
取
れ
る
か
し
ら
。」

「
夜
の
ス
ス
キ
ノ
だ
っ
て
た
い
し
た
こ
と
な
い
わ
よ
。
東
京
と
変
わ
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
。」

　
翌
日
佐
藤
は
、
札
幌
か
ら
特
急
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
」
に
乗
っ
て
網
走
へ
向
か
い
、
知
床
半
島
へ
向
か
っ

た
。

　
知
床
五
胡

「
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
湖
ね
。」

「
ホ
ン
ト
だ
、
私
は
２
回
目
何
で
す
よ
。」

「
そ
う
な
ん
で
す
か
、
い
つ
頃
で
す
か
。」

「
大
学
の
時
に
ね
。」

「
へ
ぇ
ー
っ
。」

　
札
幌
駅

「
北
斗
星
６
号
」
は
札
幌
を
１
９
時
１
９
分
に
発
車
す
る
。

　
午
後
６
時
過
ぎ
に
は
、
新
次
郎
は
札
幌
駅
に
来
て
い
た
。

「
あ
っ
、
ど
う
で
し
た
釧
路
は
。」

「
え
え
と
て
も
。」

「
私
は
網
走
ヘ
。」
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新
次
郎
は
寝
台
特
急
「
北
斗
星
６
号
」
に
乗
り
、
１
９
時
１
９
分
に
発
車
し
た
。
札
幌
を
１
９
時
１

９
分
に
発
車
し
、
千
歳
空
港
、
苫
小
牧
、
登
別
、
東
室
蘭
、
伊
達
紋
別
、
洞
爺
、
長
万
部
、
八
雲
、
森
、

函
館
、
盛
岡
、
仙
台
、
福
島
、
郡
山
、
宇
都
宮
、
大
宮
、
終
着
上
野
に
は
翌
朝
の
１
１
時
１
２
分
に
着

く
。

　
彼
女
は
、
ロ
イ
ヤ
ル
Ａ
に
入
っ
た
、
そ
の
時
事
件
は
起
き
た
。

「
あ
れ
、
い
な
い
わ
。」

「
ど
う
し
た
ん
で
す
か
。」

「
実
は
、
私
の
友
人
が
ロ
イ
ヤ
ル
に
い
な
い
の
よ
。」

「
本
当
か
。」

　
新
次
郎
は
、
車
掌
を
呼
び
ロ
イ
ヤ
ル
の
女
性
を
捜
索
し
た
、
し
か
し
見
当
た
ら
な
か
っ
た
、
そ
し
て

事
件
は
起
き
た
。

「
あ
っ
、
真
由
美
、
真
由
美
。」

　
と
絵
里
は
叫
ん
だ
。

　
１
１
時
１
２
分
、「
北
斗
星
６
号
」
は
上
野
に
到
着
し
た
。

　
そ
こ
へ
公
安
特
捜
班
の
南
と
高
山
と
桜
井
が
公
安
隊
員
を
連
れ
て
現
場
に
や
っ
て
来
た
。

「
被
害
者
は
若
狭
真
由
美
さ
ん
、
２
４
歳
で
す
。」

「
う
ん
、
じ
ゃ
あ
発
見
者
の
佐
藤
新
次
郎
さ
ん
と
五
島
　
姫
さ
ん
と
一
緒
に
発
見
さ
れ
て
い
た
ん
で
す
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ね
。」

「
は
い
。」

「
俺
は
ロ
イ
ヤ
ル
の
隣
に
い
た
の
で
お
か
し
い
と
思
っ
て
読
ん
で
み
た
ら
、
そ
の
場
で
死
ん
で
い
た
ん

で
す
。」

「
な
る
ほ
ど
。」

　
南
と
高
山
と
桜
井
は
、
北
斗
星
の
殺
人
事
件
を
こ
と
を
高
杉
班
長
に
報
告
し
た
。

「
犯
人
は
ど
う
や
っ
て
殺
害
し
た
の
か
ね
。」

「
佐
藤
は
北
斗
星
の
ロ
イ
ヤ
ル
に
い
た
っ
て
言
っ
て
た
な
。」

「
ア
リ
バ
イ
は
成
立
だ
な
。」

「
南
主
任
。」

「
ど
う
し
た
桜
井
。」

「
仙
台
駅
で
、
不
審
な
男
を
目
撃
し
た
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。」

「
何
だ
っ
て
。」

「
そ
の
男
は
、
仙
台
駅
で
別
の
列
車
に
乗
り
換
え
た
と
。」

「
列
車
に
乗
り
換
え
て
い
た
。」

「
ち
ょ
っ
と
引
っ
か
か
る
な
。」

　
次
の
日
、
南
と
高
山
と
桜
井
は
早
速
１
人
の
北
斗
星
の
客
に
話
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

49



「
え
え
、
私
は
札
幌
へ
出
張
の
帰
り
で
仙
台
で
下
車
し
て
常
磐
線
経
由
の
ひ
た
ち
に
乗
っ
て
水
戸
へ
行

き
ま
し
た
。」

「
そ
う
で
す
か
。」

「
実
は
北
斗
星
の
殺
人
犯
に
そ
っ
く
り
な
ん
で
す
が
、
別
人
で
す
か
。」

「
え
え
、
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。」

　
犯
人
は
別
に
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
そ
し
て
高
山
は
そ
の
男
が
犯
人
か
と
睨
ん
だ
。

「
南
主
任
、
犯
人
は
仙
台
で
乗
り
換
え
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。」

「
恐
ら
く
犯
人
は
東
北
新
幹
線
「
や
ま
び
こ
」
か
常
磐
線
の
「
ス
ー
パ
ー
ひ
た
ち
」
に
乗
り
換
え
た
ん
で

す
か
ね
。」

「
え
っ
。」

「
ど
う
い
う
事
な
の
、
高
山
。」

「
犯
人
は
や
ま
び
こ
か
ス
ー
パ
ー
ひ
た
ち
に
乗
っ
て
逃
げ
た
こ
と
に
な
る
よ
。」

「
な
る
ほ
ど
。」

　
次
の
日
、
高
山
と
桜
井
は
南
主
任
と
共
に
犯
人
を
追
う
事
に
し
た
。

「
す
み
ま
せ
ん
、
鉄
道
公
安
隊
の
者
で
す
が
。」

「
何
な
ん
で
す
か
、
あ
な
た
は
。」

「
そ
れ
は
何
で
す
か
、
そ
の
瓶
。」
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「
あ
っ
、
こ
れ
風
邪
薬
だ
よ
、
北
海
道
は
寒
い
か
ら
ね
。」

「
じ
ゃ
あ
、
鑑
識
に
見
せ
て
も
そ
れ
見
せ
れ
る
よ
ね
。」

「
え
っ
。」

「
そ
の
薬
の
瓶
は
、
睡
眠
薬
で
は
な
い
か
と
思
う
が
。」

「
く
そ
っ
。」

　
そ
の
後
の
警
察
の
調
べ
で
薬
瓶
の
中
身
は
睡
眠
薬
と
判
明
し
た
、
犯
人
は
向
井
勝
さ
ん
３
６
歳
が
若

狭
真
由
美
さ
ん
を
殺
害
し
た
と
自
供
し
た
。
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東
海
道
新
幹
線
・
琵
琶
湖
周
航
殺
人
事
件
　

　　
１
１
月
９
日

　
東
海
道
山
陽
新
幹
線
上
り
「
２
２
８
号
」
は
満
席
だ
っ
た
。

　
自
由
席
で
は
立
っ
て
い
る
人
が
多
か
っ
た
。
自
由
席
は
１
号
車
か
ら
５
号
車
ま
で
、
６
号
車
と
７
号

車
が
指
定
席
、
そ
し
て
８
号
車
、

　
９
号
車
は
２
階
建
グ
リ
ー
ン
車
で
下
階
は
個
室
と
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
に
な
っ
て
い
る
。
１
０
号
車
が

グ
リ
ー
ン
車
で
、
１
１
号
車
か
ら
１
６
号
車
が
指
定
席
で
あ
る
。
上
り
列
車
は
１
６
号
が
先
頭
に
な
っ

て
い
る
。

「
２
２
８
号
」
は
、
１
３
時
５
２
分
に
東
京
駅
ホ
ー
ム
に
着
い
た
。
乗
客
た
ち
は
ド
ヤ
ド
ヤ
と
降
り
て
い

く
。
た
ち
ま
ち
列
車
は
空
に
な
っ
た
。

　
青
柳
車
掌
は
１
６
号
車
か
ら
車
内
を
見
回
る
。
忘
れ
物
が
あ
っ
た
り
す
る
の
だ
。
１
３
号
車
に

入
っ
た
。
１
３
号
車
は
ト
イ
レ
が
先
に
あ
る
。
客
室
に
足
を
踏
み
込
み
、
歩
き
出
そ
う
と
し
て
足
を
止

め
た
。
一
番
端
だ
か
ら
１
９
番
で
あ
る
。
進
行
方
向
左
側
の
１
９
Ｅ
席
に
男
が
眠
っ
て
い
た
。

　
青
柳
車
掌
は
、

「
お
客
さ
ん
!
。」
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と
声
を
掛
け
、
肩
を
ゆ
す
ろ
う
と
し
て
ギ
ョ
ッ
と
な
っ
た
。
男
の
足
元
に
ど
す
黒
い
も
の
が
溜
ま
っ

て
い
た
の
だ
。
そ
れ
が
血
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
ま
で
に
は
２
、
３
秒
か
か
っ
た
。
男
の
右
胸
か
ら
ま

だ
血
が
流
れ
だ
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
わ
っ
、
と
声
を
あ
げ
か
け
て
、
や
っ
と
呑
み
込
ん
だ
。

　
男
は
死
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
血
だ
ま
り
は
ま
だ
ア
メ
ー
バ
ー
の
よ
う
に
動
い
て
い
て
、
テ
カ
テ
カ

と
光
っ
て
い
た
。

　
青
柳
は
勇
気
を
出
し
て
男
の
頬
に
触
っ
た
。
ま
だ
体
温
は
あ
っ
た
。
死
ん
だ
ば
か
り
な
の
だ
。
彼

は
１
３
号
車
の
ト
イ
レ
の
前
の
通
り
ホ
ー
ム
に
降
り
た
。

「
お
ー
い
、
誰
か
来
て
く
れ
」

　
と
叫
ん
だ
。
駅
員
は
振
り
向
い
た
。
大
き
く
手
を
回
し
た
。
登
場
の
車
掌
２
人
が
走
っ
て
き
た
。

「
ど
う
し
た
。」

「
人
が
死
ん
で
い
る
。
多
量
の
血
を
流
し
て
い
る
」

　
車
掌
の
１
人
が
走
っ
て
行
っ
た
。
助
役
が
駅
員
３
人
を
連
れ
て
走
っ
て
き
た
。

「
死
ん
で
い
る
だ
っ
て
」

　
そ
れ
を
居
合
わ
せ
た
公
安
特
捜
班
の
高
山
と
桜
井
と
小
泉
が
新
幹
線
ホ
ー
ム
に
向
か
っ
て
走
っ
て

行
っ
た
。

「
何
、
１
０
０
系
新
幹
線
で
死
体
。」
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「
よ
し
っ
、
行
っ
て
見
よ
う
。」

　
高
山
は
青
柳
車
掌
と
助
役
に
声
を
掛
け
た
。

「
す
み
ま
せ
ん
、
鉄
道
公
安
隊
の
者
で
す
が
何
か
あ
り
ま
し
た
か
。」

「
は
い
、
１
３
号
の
車
内
に
男
性
が
死
ん
で
い
る
ん
で
す
。」

「
何
だ
っ
て
、
新
幹
線
で
男
性
の
死
体
。」

「
え
え
、
今
警
察
に
も
連
絡
し
て
い
る
と
こ
で
す
。」

「
そ
う
で
す
か
。」

　
５
分
後
、
３
人
の
刑
事
が
駆
け
つ
け
て
き
た
。
捜
査
は
開
始
さ
れ
て
い
た
。

「
何
だ
こ
れ
は
。」

　
高
山
は
内
ポ
ケ
ッ
ト
を
探
っ
て
名
刺
入
れ
を
取
り
出
し
た
。
１
枚
を
引
き
抜
く
。

「
兵
頭
　
将
」、
肩
書
に
は
四
谷
創
業
と
会
っ
た
ポ
ケ
ッ
ト
を
探
っ
て
い
た
鑑
識
が
２
枚
の
切
符
を
取
り

だ
し
た
。
１
枚
は
彦
根
か
ら

　
東
京
行
の
乗
車
券
、
１
枚
は
米
原
か
ら
東
京
ま
で
の
東
海
道
新
幹
線
の
指
定
券
で
あ
る
。

　
名
刺
の
四
谷
創
業
の
住
所
も
彦
根
に
な
っ
て
い
る
。

　
坂
野
刑
事
が
、
西
丸
刑
事
に
名
刺
を
渡
し
た
。

「
こ
こ
へ
連
絡
を
取
っ
て
み
て
下
さ
い
」

　
と
言
い
、
西
丸
は
走
っ
て
い
く
。
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「
高
山
、
被
害
者
は
拳
銃
で
胸
を
２
発
撃
た
れ
て
い
ま
す
。
小
型
拳
銃
で
し
ょ
う
。
押
し
付
け
て
撃
っ

た
ら
し
く
縦
断
は
貫
通
し
て
シ
ー
ト
に
埋
ま
っ
て
い
ま
す
よ
。」

「
恐
ら
く
犯
人
は
、
会
社
に
恨
み
の
あ
る
人
か
あ
る
い
は
暴
力
団
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。」

「
な
る
ほ
ど
。」

　
特
捜
班
で
は
、
新
幹
線
「
２
２
８
号
」
の
殺
人
事
件
の
内
容
を
高
杉
公
安
班
長
に
説
明
し
た
。

「
被
害
者
は
兵
頭
　
将
さ
ん
、
３
０
歳
、
滋
賀
県
大
津
市
在
住
、
勤
務
先
は
四
谷
創
業
の
総
務
課
の
主
任

だ
そ
う
で
す
。」

「
う
ん
、
被
害
者
は
ど
う
し
て
新
幹
線
に
。」

「
滋
賀
か
ら
東
京
に
出
張
へ
行
く
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。」

「
な
る
ほ
ど
、
犯
人
は
そ
れ
を
狙
っ
て
殺
害
し
た
の
か
。」

「
え
え
、
恐
ら
く
。」

　
そ
こ
へ
、
香
川
は
高
杉
に
拳
銃
の
種
類
が
特
定
し
た
と
報
告
に
来
た
。

「
班
長
、
使
用
さ
れ
た
拳
銃
は
２
５
口
径
の
自
動
拳
銃
と
わ
か
り
ま
し
た
。」

「
２
５
口
径
か
。」

「
女
に
も
使
え
る
あ
り
ふ
れ
た
銃
で
す
ね
。」

　
そ
し
て
、
滋
賀
県
で
第
２
の
事
件
が
起
き
た
。

　
善
子
と
梨
子
と
廉
と
は
、
琵
琶
湖
遊
覧
の
ミ
シ
ガ
ン
に
乗
り
に
来
た
。

55



「
ま
ぁ
、
琵
琶
湖
っ
て
こ
ん
な
湖
な
の
。」

「
う
ん
、
風
が
強
く
吹
い
て
る
よ
。」

「
今
日
は
、
い
い
天
気
だ
か
ら
な
。」

　
善
子
た
ち
は
、
琵
琶
湖
周
辺
を
散
策
し
た
。

「
お
い
っ
、
見
て
見
ろ
よ
。」

「
何
か
人
が
浮
い
て
る
ぞ
、
人
魚
か
な
?
。」

「
ち
ょ
っ
と
、
行
っ
て
見
よ
う
か
。」

　
善
子
た
ち
は
、
琵
琶
湖
周
辺
の
人
盛
り
を
見
に
行
っ
て
見
た
、
そ
れ
は
男
性
の
水
死
体
だ
っ
た
。

「
ひ
ぃ
っ
!
、
ち
ょ
っ
と
ず
ら
丸
、
そ
の
人
死
ん
で
る
わ
よ
。」

「
え
っ
、
何
だ
っ
て
。」

　
キ
ャ
ー
ッ
!

　
善
子
と
花
丸
と
梨
子
は
叫
ん
だ
!

　
数
分
後
、
滋
賀
県
警
の
パ
ト
カ
ー
と
捜
査
一
課
の
刑
事
が
到
着
し
た
。

　
東
京
駅
・
公
安
特
捜
班

「
何
で
す
っ
て
、
琵
琶
湖
で
水
死
体
!
。」

「
琵
琶
湖
。」

「
よ
し
、
南
、
高
山
、
小
泉
と
桜
井
を
連
れ
て
滋
賀
へ
向
か
っ
て
く
れ
。」
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「
了
解
。」

　
そ
こ
へ
、
滋
賀
県
警
に
協
力
要
請
が
出
た
、
早
速
南
と
高
山
と
桜
井
と
小
泉
は
早
速
滋
賀
へ
向
か
っ

た
、
南
と
高
山
達
は
早
速
、
東
海
道
新
幹
線
「
こ
だ
ま
４
７
１
号
」
に
乗
っ
て
滋
賀
へ
向
か
っ
た
、
米

原
に
着
い
た
の
は
１
１
時
０
２
分
で
あ
る
。

「
ど
う
も
、
私
は
滋
賀
県
警
捜
査
一
課
の
警
部
の
津
上
で
す
。」

「
公
安
特
捜
班
の
南
で
す
。」

「
桜
井
で
す
。」

「
小
泉
で
す
。」

「
同
じ
く
高
山
で
す
。」

「
で
は
、
ご
案
内
し
ま
す
。」

　
現
場
に
は
既
に
大
津
署
の
刑
事
も
到
着
し
て
い
た
、
捜
査
は
開
始
さ
れ
て
い
た
。

「
被
害
者
の
身
元
は
分
か
っ
た
ん
で
す
か
。」

「
え
え
、
害
者
は
夏
目
裕
司
さ
ん
、
彦
根
市
在
住
３
８
歳
で
す
。
元
暴
力
団
員
だ
そ
う
で
す
。」

「
う
ん
、
や
は
り
東
京
で
起
き
た
新
幹
線
「
ひ
か
り
」
の
と
同
じ
手
口
か
。」

「
え
え
。」

「
犯
人
は
暴
力
団
関
係
者
か
元
会
社
員
じ
ゃ
な
い
か
と
考
え
る
ん
だ
け
ど
。」

「
あ
あ
、
そ
の
可
能
性
も
あ
る
な
。」
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大
津
署

「
主
任
、
犯
人
の
思
わ
れ
る
男
が
わ
か
り
ま
し
た
、
え
ー
と
速
水
　
透
さ
ん
４
６
歳
で
す
。」

「
速
水
、
元
暴
力
団
で
密
輸
ブ
ロ
ー
カ
ー
か
。」

「
犯
人
は
こ
の
男
に
可
能
性
が
あ
る
な
。」

「
よ
し
っ
、
奴
は
２
５
口
径
の
拳
銃
を
持
っ
て
い
る
、
拳
銃
は
持
っ
て
い
る
な
。」

「
は
い
。」

　
南
と
高
山
と
桜
井
と
小
泉
は
、
３
８
口
径
の
リ
ボ
ル
バ
ー
に
弾
丸
を
込
め
、
犯
人
の
逮
捕
に
向
い
。

南
達
は
ミ
シ
ガ
ン
に
乗
っ
た
。

「
よ
し
っ
、
あ
れ
が
速
水
だ
。」

「
う
ん
。」

「
私
の
合
図
で
、
確
保
す
る
ん
だ
。」

「
わ
か
っ
た
。」

「
主
任
、
ど
う
似
合
う
。」

「
ど
う
す
る
ん
だ
、
桜
井
。」

「
私
が
、
暴
力
団
の
妻
に
成
り
す
ま
し
て
、
犯
人
を
お
び
き
寄
せ
る
の
よ
。」

「
な
る
ほ
ど
、
無
理
す
る
な
よ
。」

　
桜
井
は
、
速
水
に
近
づ
い
た
。
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「
ち
ょ
っ
と
お
兄
さ
ん
、
私
と
付
き
合
っ
て
く
れ
な
い
。」

「
あ
あ
、
何
だ
こ
の
女
は
。」

「
い
い
か
ら
。」

「
あ
あ
、
悪
い
な
。」

「
ね
ぇ
、
ア
ン
タ
さ
私
と
付
き
合
っ
て
く
れ
る
か
な
。」

「
も
ち
ろ
ん
だ
よ
。」

　
速
水
は
桜
井
に
近
づ
く
と
、
蹴
り
を
一
発
喰
ら
っ
た
。

「
こ
の
、
女
の
敵
め
っ
。」

「
て
め
ぇ
、
な
に
し
や
が
る
。」

　
そ
こ
へ
、
南
と
高
山
と
小
泉
は
３
８
口
径
の
リ
ボ
ル
バ
ー
を
構
え
て
い
た
。

「
動
く
な
、
鉄
道
公
安
隊
だ
。」

「
何
、
て
め
ぇ
警
察
だ
っ
た
の
か
。」

　
と
、
ミ
シ
ガ
ン
乗
り
場
に
は
滋
賀
県
警
の
刑
事
た
ち
が
包
囲
さ
れ
、
速
水
は
逮
捕
さ
れ
た
。
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児
童
連
れ
去
り
・
北
九
州
捜
査
行

　　
特
捜
班
の
私
服
公
安
官
高
山
　
直
人
は
、
迷
子
の
小
学
生
を
保
護
し
て
い
た
。

「
僕
、
名
前
は
?
。」

「
僕
、
三
原
　
貴
、
小
学
１
年
。」

「
三
原
　
貴
君
ね
。」

　
高
山
は
小
海
を
読
ん
で
応
対
し
て
い
た
。

「
大
丈
夫
よ
、
泣
か
な
く
て
も
。」

　
数
分
後
、
母
親
が
や
っ
て
来
て
貴
君
は
母
親
と
帰
っ
た
。

「
こ
れ
で
一
段
落
だ
ね
。」

「
え
え
。」

　
プ
ル
ル
ル
ル
ル
ル
ル
ル
ル
、

　
と
、
そ
こ
へ
一
本
の
電
話
が
入
っ
た
。

「
は
い
公
安
特
捜
班
、
え
っ
、
少
女
が
行
方
不
明
、
は
い
、
平
瀬
涼
花
、
７
歳
、
わ
か
り
ま
し
た
捜
索
し

ま
す
。」

　
高
杉
は
、
電
話
を
切
り
、
す
ぐ
に
高
山
に
伝
え
た
。
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「
お
い
、
７
歳
の
少
女
が
行
方
不
明
だ
、
心
当
た
り
を
捜
し
て
み
て
く
れ
。」

「
は
い
。」

「
昨
日
か
ら
、
学
校
に
も
来
て
い
な
く
て
、
母
親
か
ら
捜
索
願
が
あ
っ
た
と
。」

「
わ
か
り
ま
し
た
、
早
速
周
辺
を
捜
し
て
み
ま
す
。」

　
一
方
、
南
と
水
野
は
新
幹
線
に
乗
っ
て
警
乗
を
し
て
い
た
。

「
い
い
か
、
相
手
は
詐
欺
の
常
習
犯
だ
、
油
断
す
る
な
よ
。」

「
犯
人
は
、
宝
石
商
に
装
っ
て
い
る
か
ら
な
。」

　
そ
し
て
、
松
本
と
梶
村
は
進
行
旅
行
客
に
成
り
す
ま
し
て
い
た
の
だ
。

「
あ
ん
た
、
宝
石
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
、
ダ
イ
ヤ
と
ル
ビ
ィ
、
サ
フ
ァ
イ
ア
の
指
輪
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。」

「
婚
約
指
輪
に
い
い
で
す
か
。」

　
男
の
横
に
は
、
香
川
公
安
官
が
乗
っ
て
い
た
。

「
え
え
も
ち
ろ
ん
で
す
よ
、
１
０
万
に
な
り
ま
す
が
ど
う
で
す
か
。」

「
じ
ゃ
あ
、
買
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。」

　
香
川
は
１
０
万
を
払
う
ふ
り
を
し
た
。

「
動
く
な
、
鉄
道
公
安
隊
だ
。」

「
え
っ
、
鉄
道
公
安
。」
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男
は
慌
て
て
逃
げ
よ
う
と
し
た
が
、
南
達
に
確
保
さ
れ
た
。

　
東
海
道
・
山
陽
新
幹
線
「
ひ
か
り
」
は
東
京
に
到
着
し
、
男
を
東
京
公
安
に
連
行
さ
れ
た
。

「
班
長
、
詐
欺
の
常
習
犯
柳
瀬
　
源
太
郎
を
逮
捕
し
ま
し
た
。」

「
お
お
ご
苦
労
さ
ん
。」

「
何
か
あ
っ
た
ん
で
す
か
。」

「
あ
あ
今
ね
、
７
歳
の
少
女
が
行
方
不
明
の
捜
索
願
の
入
電
が
入
っ
た
、
名
前
は
平
瀬
涼
香
だ
。」

「
あ
あ
、
こ
の
子
ね
。」

「
よ
し
、
早
速
捜
索
し
て
み
ま
す
。」

　
南
と
水
野
と
香
川
は
、
早
速
東
京
駅
構
内
を
捜
索
し
た
が
、
涼
香
ち
ゃ
ん
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。

　
一
方
、
高
山
と
小
泉
は
近
所
に
聞
き
込
み
を
し
た
。

「
そ
こ
の
、
平
瀬
さ
ん
を
ご
存
知
で
す
か
。」

「
え
え
、
子
供
が
友
達
だ
も
ん
で
。」

「
は
ぁ
、
そ
う
で
す
か
、
最
近
変
わ
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
?
。」

「
さ
ぁ
、
あ
、
そ
う
言
え
ば
涼
香
ち
ゃ
ん
学
校
と
児
童
館
お
休
み
し
て
い
る
そ
う
で
す
け
ど
。」

　
高
山
と
小
泉
は
早
速
、
児
童
館
に
行
っ
て
見
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

「
涼
香
ち
ゃ
ん
は
先
週
の
水
曜
日
に
お
休
み
し
て
い
る
ん
で
す
。」

「
水
曜
日
か
ら
、
欠
席
の
理
由
は
。」
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「
父
親
の
用
事
で
休
む
っ
て
言
っ
て
ま
し
た
け
ど
。」

「
涼
香
ち
ゃ
ん
に
何
か
、
実
は
私
も
気
に
な
っ
て
い
た
ん
で
す
。」

「
は
。」

「
あ
の
、
ど
う
か
し
た
ん
で
す
か
、
野
川
先
生
。」

「
あ
あ
、
倉
木
先
生
、
警
察
の
方
が
涼
香
ち
ゃ
ん
を
捜
索
し
て
い
る
ん
で
す
。」

「
行
方
不
明
、
実
は
３
日
前
に
最
後
だ
っ
た
か
ら
。」

「
え
え
２
週
間
前
の
火
曜
日
だ
っ
た
か
し
ら
、
涼
香
ち
ゃ
ん
の
親
戚
が
迎
え
に
来
た
ん
で
す
。」

「
ほ
お
、
ど
ん
な
男
で
し
た
。」

「
野
川
先
生
、
気
が
付
か
な
か
っ
た
か
。」

「
さ
ぁ
、
３
０
年
配
の
男
で
し
た
。」

「
う
ん
。」

　
東
京
公
安
室
・
公
安
特
捜
班

「
え
っ
、
２
週
間
前
に
も
休
ん
で
い
た
。」

「
え
え
、
そ
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
ね
。」

「
早
速
、
報
告
書
で
調
べ
て
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
た
可
能
性
も
あ
る
か
ら
調
べ
て
見
よ
う
。」

「
わ
か
り
ま
し
た
。」

　
次
の
日
、
今
野
は
涼
香
ち
ゃ
ん
が
行
っ
て
る
児
童
館
へ
行
っ
た
、
今
野
は
低
学
年
の
遊
び
相
手
を
し
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て
い
た
。

「
や
っ
た
ー
っ
。」

「
よ
ー
し
っ
、
な
ぁ
、
涼
香
ち
ゃ
ん
と
最
後
に
別
れ
た
こ
と
を
話
し
て
く
れ
よ
。
涼
香
ち
ゃ
ん
と
学
校
か

ら
帰
っ
た
で
し
ょ
。」

「
う
ん
。」

「
そ
の
時
に
何
か
な
か
っ
た
か
、
お
、
こ
ん
な
遊
び
す
る
の
か
。」

「
う
ん
。」

「
話
す
る
け
ど
、
そ
の
時
の
涼
香
ち
ゃ
ん
な
ん
だ
け
ど
さ
、
何
ん
思
い
出
せ
な
い
か
?
。」

「
お
兄
ち
ゃ
ん
と
帰
っ
た
。」

「
お
兄
ち
ゃ
ん
?
。」

「
う
ん
。」

「
ど
こ
の
お
兄
ち
ゃ
ん
。」

「
う
ー
ん
、
知
ら
な
ー
い
。」

　
今
野
は
涼
香
ち
ゃ
ん
の
友
達
に
聞
い
た
ら
涼
香
ち
ゃ
ん
は
お
兄
ち
ゃ
ん
と
帰
っ
た
と
聞
か
さ
れ
た
。

「
男
で
す
か
。」

「
あ
あ
若
い
男
だ
、
目
撃
者
は
小
学
生
だ
か
ら
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
が
、
母
親
が
病
気
で
代
わ
り

に
迎
え
に
来
た
と
言
っ
て
連
れ
て
行
っ
た
ら
し
い
。」
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「
班
長
、
児
童
館
に
迎
え
に
来
た
人
は
共
犯
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。」

「
あ
あ
、
恐
ら
く
な
、
犯
人
は
２
人
か
３
人
の
可
能
性
も
あ
る
、
早
速
捜
索
に
当
た
っ
て
く
れ
。」

「
わ
か
り
ま
し
た
。」

　
東
京
駅

　
男
は
涼
香
と
一
緒
に
寝
台
特
急
「
は
や
ぶ
さ
」
に
乗
っ
た
。

「
よ
し
っ
、
行
く
ぞ
。」

「
う
ん
。」

　
プ
ル
ル
ル
ル
ル
ル
ル
ル
ル

　
ピ
ィ
ー
ッ
!

　
１
７
時
０
５
分
、
東
京
駅
か
ら
西
鹿
児
島
ま
で
向
か
う
寝
台
特
急
「
は
や
ぶ
さ
」
が
発
車
し
た
。

　
は
や
ぶ
さ
・
車
内

「
ア
ハ
ハ
ハ
、
涼
香
ち
ゃ
ん
待
っ
て
た
よ
。」

「
す
い
ま
せ
ん
、
乗
車
券
を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。」

　
そ
こ
へ
、
車
掌
が
や
っ
て
来
た
。

「
は
い
、
切
符
。」

「
あ
り
が
と
う
、
お
嬢
ち
ゃ
ん
。」

　
食
堂
車
は
ブ
ル
ー
ト
レ
イ
ン
の
魅
力
の
１
つ
、
車
窓
に
眺
め
な
が
ら
の
食
事
も
楽
し
い
も
の
だ
。
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ガ
タ
ン
、
ガ
タ
ン

「
お
休
み
、
お
じ
さ
ん
。」

「
う
ん
。」

　
２
人
は
、
名
古
屋
辺
り
で
眠
る
こ
と
に
し
た
。

　
次
の
日
、
南
と
香
川
と
水
野
は
７
時
０
０
分
発
博
多
行
新
幹
線
「
ひ
か
り
１
号
」
に
乗
っ
て
来
た
九

州
へ
向
か
っ
た
。

「
犯
人
は
寝
台
特
急
に
乗
っ
た
可
能
性
も
あ
り
ま
す
ね
。」

「
あ
あ
、
乗
る
と
し
た
ら
「
さ
く
ら
」
か
「
富
士
」
か
「
は
や
ぶ
さ
」
の
可
能
性
も
あ
る
。」

「
は
や
ぶ
さ
は
小
倉
に
７
時
２
３
分
に
着
く
。」

「
あ
あ
、
犯
人
は
こ
の
「
は
や
ぶ
さ
」
に
乗
っ
た
ん
だ
。」

「
よ
し
っ
、
早
速
捜
索
開
始
だ
。」

　
１
２
時
３
６
分
　「
ひ
か
り
１
号
」
は
小
倉
に
到
着
し
た
。

「
福
岡
県
警
に
も
、
協
力
要
請
も
し
た
か
ら
我
々
も
探
そ
う
。」

「
え
え
。」

　
南
と
水
野
は
涼
香
ち
ゃ
ん
の
足
取
り
を
追
う
事
に
し
た
、
だ
が
涼
香
ち
ゃ
ん
は
見
つ
か
ら
な
い
。

　
宮
地
獄
神
社

　
一
方
香
川
は
、
宮
地
獄
神
社
を
見
物
し
て
い
た
。
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お
参
り
し
た
後
、
涼
香
ち
ゃ
ん
の
捜
索
に
戻
っ
た
。

「
え
っ
、
涼
香
ち
ゃ
ん
ら
し
き
人
が
見
つ
け
た
と
連
絡
が
あ
っ
た
。」

「
え
っ
、
場
所
は
。」

「
宗
像
大
社
だ
。」

　
南
と
水
野
は
、
香
川
と
合
流
し
宗
像
大
社
に
到
着
し
た
。

「
ど
う
も
、
今
日
宗
像
大
社
に
涼
香
ち
ゃ
ん
の
所
持
品
が
見
つ
か
っ
た
ん
で
す
っ
て
。」

「
か
が
や
き
小
学
校
の
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
だ
か
ら
関
係
あ
る
と
思
っ
た
ん
で
す
が
、
昨
日
の
物
で
し

た
。」

「
や
っ
ぱ
り
、
北
九
州
の
何
処
か
に
居
る
は
ず
だ
。」

　
今
日
の
夕
食
は
北
九
州
名
物
の
焼
き
カ
レ
ー
で
あ
る
。

「
お
ー
っ
、
北
九
州
名
物
焼
き
カ
レ
ー
。」

　
と
、
水
野
は
興
奮
し
て
美
味
し
そ
う
に
食
べ
て
い
た
。

「
水
野
、
よ
く
食
う
ね
。」

「
う
ん
。」

　
次
の
日
、
小
倉
駅
に
高
山
と
小
海
と
今
野
と
小
泉
も
北
九
州
に
到
着
し
た
。

「
え
っ
、
犯
人
は
３
人
。」

「
え
え
、
犯
人
の
身
元
が
わ
か
り
ま
し
た
、
ま
ず
１
人
は
吉
野
　
清
、
２
人
目
は
杉
木
　
涼
介
、
３
人
目
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は
森
　
正
樹
だ
。」

「
な
る
ほ
ど
、
犯
人
は
ま
だ
北
九
州
に
。」

「
え
え
。」

　
そ
し
て
、
南
と
水
野
は
早
速
犯
人
を
追
う
事
に
な
っ
た
。

「
あ
っ
、
あ
の
車
は
。」

「
間
違
い
な
い
。」

　
南
と
水
野
が
乗
っ
た
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
は
犯
人
が
乗
っ
た
レ
オ
ー
ネ
を
追
い
か
け
、
門
司
へ
向
か
っ

た
。

「
水
野
。」

　
南
は
、
水
野
と
警
官
隊
と
共
に
文
字
の
倉
庫
へ
向
か
っ
た
。

「
来
る
な
、
こ
れ
以
上
来
る
と
こ
い
つ
を
ぶ
っ
殺
す
ぞ
。」

　
吉
野
は
拳
銃
を
取
り
出
し
た
。

「
吉
野
、
こ
い
つ
を
殺
し
て
何
に
な
る
、
も
う
逃
げ
ら
れ
ん
ぞ
。」

　
そ
こ
へ
、
香
川
と
小
海
が
到
着
し
た
。

「
そ
う
だ
お
と
な
し
く
す
る
ん
だ
、
こ
い
つ
を
助
け
た
か
っ
た
ら
、
俺
の
言
う
子
と
き
け
っ
。」

　
ま
も
な
く
、
高
山
と
今
野
と
小
泉
が
到
着
し
た
。

「
吉
野
。」
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高
山
は
、
拳
銃
で
一
発
発
砲
し
た
。

「
く
ば
っ
。」

「
確
保
。」

　
犯
人
吉
野
と
杉
木
と
森
を
逮
捕
し
た
。

「
野
郎
ー
ッ
。」

「
動
く
な
っ
。」

　
そ
し
て
、
高
山
と
南
と
水
野
と
小
海
は
涼
香
ち
ゃ
ん
を
救
出
し
た
。

「
涼
香
ち
ゃ
ん
、
大
丈
夫
か
。」

「
う
ん
。」

　
こ
う
し
て
小
学
生
誘
拐
事
件
は
東
京
か
ら
北
九
州
を
渡
っ
て
、
小
学
生
は
無
事
に
救
出
し
犯
人
は
逮

捕
さ
れ
、
事
件
は
解
決
し
た
。

「
マ
マ
!
。」

「
涼
香
、
よ
か
っ
た
、
よ
か
っ
た
無
事
で
。」

　
取
調
べ
で
、
４
年
前
の
自
転
車
事
故
の
恨
ん
で
の
犯
行
だ
っ
た
。
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東
京
─
山
陰
・
青
春
旅
行
殺
人
事
件

　　
公
安
特
捜
班
の
公
安
官
岩
泉
　
翔
は
高
校
時
代
に
青
春
の
面
影
が
見
え
て
き
た
。

「
東
海
道
本
線
の
ホ
ー
ム
に
は
い
ろ
ん
な
電
車
が
運
転
さ
れ
て
い
る
よ
な
。」

「
連
休
に
な
る
と
リ
ゾ
ー
ト
特
急
も
運
転
さ
れ
る
ん
だ
よ
。」

「
そ
う
な
の
か
。」

「
僕
が
高
校
２
年
の
頃
に
「
リ
ゾ
ー
ト
２
１
」
が
運
転
開
始
さ
れ
た
ん
だ
。」

「
高
山
、
乗
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
か
。」

「
あ
る
よ
、
夏
休
み
に
札
沼
と
カ
オ
リ
と
一
緒
に
ね
。」

「
高
山
に
も
、
思
い
出
が
あ
る
ん
だ
な
。」

　
こ
の
日
、
高
山
と
岩
泉
は
東
海
道
本
線
ホ
ー
ム
へ
の
警
戒
に
当
た
っ
て
い
た
。

　
沼
津
駅

「
ち
ょ
っ
と
海
藤
君
!
、
忘
れ
て
な
い
?
約
束
。」

「
何
の
事
だ
よ
。」

「
春
休
み
の
日
に
旅
行
の
約
束
よ
。」

「
梨
子
、
俺
が
忘
れ
る
わ
け
が
な
い
だ
ろ
。」
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「
そ
う
。」

「
そ
う
だ
梨
子
、
今
度
友
人
も
つ
れ
て
来
る
か
ら
な
。」

「
本
当
。」

　
こ
の
日
、
海
藤
龍
吾
は
桜
内
梨
子
と
友
人
の
小
川
　
孝
至
を
連
れ
て
春
休
み
の
旅
行
に
行
く
計
画
を

し
て
い
た
。

「
な
ぁ
龍
吾
、
お
前
の
彼
女
っ
て
誰
。」

「
こ
の
女
の
子
だ
よ
。」

「
龍
吾
、
お
前
の
彼
女
っ
て
こ
の
子
か
。」

「
あ
あ
。」

　
梨
子
と
龍
吾
と
孝
至
は
千
歌
と
ル
ビ
ィ
も
つ
れ
て
浜
田
行
寝
台
特
急
「
出
雲
１
号
」
に
乗
る
こ
と
に

し
た
。

「
あ
っ
、
出
雲
が
来
た
よ
。」

　
と
、
ル
ビ
ィ
は
言
っ
た
。

　
２
０
時
０
７
分
、
浜
田
行
「
出
雲
１
号
」
が
入
線
し
て
き
た
。

「
さ
ぁ
、
は
や
く
乗
ろ
う
。」

「
千
歌
ち
ゃ
ん
っ
た
ら
。」

　
梨
子
は
言
う
。
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ピ
ィ
ー
ッ
!

　
東
京
と
山
陰
を
結
ぶ
、
寝
台
特
急
「
出
雲
」
は
１
日
２
往
復
が
あ
り
、
夜
の
山
陰
の
旅
へ
行
く
人
に

は
便
利
な
列
車
で
あ
る
。

　
浜
田
行
の
寝
台
特
急
「
出
雲
１
号
」
は
東
京
を
１
８
時
５
０
分
に
発
車
し
、
横
浜
、
沼
津
、
静
岡
、
名

古
屋
、
京
都
、
豊
岡
、
鳥
取
、
米
子
、
出
雲
市
を
得
て
、
終
着
浜
田
に
は
午
前
９
時
５
７
分
に
着
く
。

「
私
た
ち
は
Ｂ
寝
台
よ
。」

「
こ
の
寝
台
は
３
段
式
か
。」

　
千
歌
た
ち
は
名
古
屋
と
京
都
辺
り
で
眠
り
に
落
ち
。
山
陰
ま
で
１
眠
り
す
る
事
に
し
ま
し
た
。

　
次
の
日
、
余
部
鉄
橋
で
朝
を
迎
え
た
。

　
ピ
ィ
ー
ッ
!

「
ふ
ぁ
ー
、
お
は
よ
う
梨
子
。」

「
お
早
う
海
藤
君
。」

　
梨
子
と
龍
吾
は
洗
面
台
で
歯
を
磨
い
た
り
顔
を
洗
っ
た
り
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
ル
ビ
ィ
が
ト
イ
レ
か
ら
戻
っ
て
来
た
と
こ
ろ
で
事
件
は
起
き
た
。

「
あ
の
ー
、
こ
こ
私
の
席
な
ん
だ
け
ど
。」

　
と
、
ル
ビ
ィ
は
男
の
人
を
起
こ
そ
う
と
し
た
が
、
既
に
死
ん
で
い
た
の
で
す
。

「
キ
ャ
、
キ
ャ
ー
ッ
!
。」
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と
、
ル
ビ
ィ
は
叫
ん
だ
。

　
そ
こ
へ
、
寝
台
特
急
「
出
雲
１
号
」
の
殺
人
事
件
は
特
捜
班
に
入
電
が
入
っ
た
。

「
は
い
、
何
っ
、
寝
台
特
急
「
出
雲
１
号
」
で
男
性
の
死
体
、
わ
か
り
ま
し
た
。」

　
高
杉
は
電
話
を
切
っ
た
。

「
お
い
っ
、
南
、
高
山
、
桜
井
、
岩
泉
、
小
海
、
寝
台
特
急
「
出
雲
１
号
」
で
男
性
の
死
体
だ
、
現
場
は

松
江
駅
に
停
車
し
て
い
る
。」

「
了
解
。」

　
連
絡
を
受
け
た
特
捜
班
は
、
新
幹
線
「
ひ
か
り
」
と
山
陰
本
線
の
特
急
に
乗
り
次
い
で
島
根
県
の
松

江
駅
へ
向
か
っ
た
。

「
ど
う
も
、
公
安
特
捜
班
捜
査
主
任
の
南
で
す
。」

「
同
じ
く
高
山
で
す
。」

「
桜
井
で
す
。」

「
岩
泉
で
す
。」

「
小
海
で
す
。」

　
そ
こ
へ
、
島
根
県
警
の
警
部
と
刑
事
に
も
挨
拶
し
た
。

「
ご
苦
労
様
で
す
、
私
は
島
根
県
警
・
捜
査
一
課
の
楠
田
と
言
う
も
の
で
す
。」

「
私
は
島
根
県
警
捜
査
一
課
警
部
の
円
城
で
す
。」
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「
松
江
署
の
安
西
で
す
。」

　
鑑
識
は
、
南
達
に
遺
体
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
。

「
ご
存
じ
な
ん
か
、
こ
の
乗
客
を
。」

　
楠
田
は
言
う
。

「
あ
っ
、
こ
の
乗
客
。」

「
ど
う
し
た
、
高
山
。」

「
こ
の
人
、
確
か
行
方
不
明
で
捜
索
願
が
出
て
い
た
人
に
似
て
る
ん
で
す
。」

「
何
っ
!
本
当
か
。」

　
何
と
、
寝
台
特
急
「
出
雲
１
号
」
に
乗
っ
て
い
た
乗
客
は
以
前
か
ら
行
方
不
明
で
捜
索
願
が
出
て
い

た
の
だ
。

「
先
週
の
火
曜
日
に
父
親
が
出
稼
ぎ
か
ら
帰
っ
て
こ
な
い
と
息
子
さ
ん
が
捜
索
願
が
出
さ
れ
た
ん
で

す
。」

「
な
る
ほ
ど
、
す
る
と
先
週
か
ら
行
方
不
明
に
な
っ
た
と
。」

「
は
い
、
先
週
の
火
曜
日
に
。」

「
警
部
、
被
害
者
の
身
元
が
判
明
し
ま
し
た
。」

「
お
お
、
仏
さ
ん
の
身
元
は
。」

「
被
害
者
は
、
竜
崎
　
鉄
尾
さ
ん
５
３
歳
で
す
。」
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「
間
違
い
な
い
、
捜
索
願
の
人
に
間
違
い
な
い
。」

「
死
因
は
。」

　
岩
泉
は
、
検
視
官
に
聞
い
た
。

「
死
因
は
、
注
射
器
に
よ
る
中
毒
死
に
よ
り
ま
す
。」

「
な
る
ほ
ど
。」

「
よ
し
っ
、
高
山
と
桜
井
は
ホ
ー
ム
内
に
犯
人
を
目
撃
し
た
人
は
い
な
か
っ
た
か
聞
き
込
み
を
。」

「
了
解
。」

　
松
江
駅
構
内
に
公
安
隊
と
協
力
し
て
犯
人
の
捜
索
し
た
が
、
犯
人
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。

　
出
雲
大
社

「
今
年
は
、
ア
ク
ア
が
ダ
ン
ス
大
会
を
優
勝
し
ま
す
よ
う
に
。」

「
お
前
た
ち
の
願
い
は
、
そ
の
願
い
か
。」

「
だ
っ
て
、
全
国
大
会
に
優
勝
し
た
い
よ
。」

「
負
け
な
い
気
持
ち
で
、
勝
利
を
つ
か
む
の
よ
。」

「
私
た
ち
は
、
絶
対
に
優
勝
す
る
よ
。」

「
ア
ク
ア
、
フ
ァ
イ
ト
ー
!
」

　
龍
吾
は
、
と
ほ
ほ
顔
に
な
っ
た
。

　
梨
子
と
龍
吾
た
ち
は
、
稲
佐
の
浜
へ
や
っ
て
来
た
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「
内
浦
の
海
よ
り
広
い
の
ね
。」

「
う
ん
、
凄
く
広
い
よ
。」

　
一
方
、
ル
ビ
ィ
は
海
岸
を
散
策
し
て
い
る
と
１
人
の
男
が
何
か
を
捨
て
て
い
た
。

「
お
じ
さ
ん
、
こ
こ
は
ゴ
ミ
の
投
げ
捨
て
は
禁
止
だ
よ
。」

「
あ
っ
、
見
た
な
ー
っ
!
。」

「
ピ
ギ
ィ
ー
ッ
!
。」

　
と
、
ル
ビ
ィ
は
悲
鳴
を
上
げ
た
。

「
あ
っ
、
こ
の
声
は
。」

「
ル
ビ
ィ
ち
ゃ
ん
、
ま
さ
か
。」

　
千
歌
と
梨
子
と
龍
吾
と
孝
至
は
、
行
っ
て
見
る
と
男
は
ル
ビ
ィ
ち
ゃ
ん
を
人
質
を
取
っ
て
い
た
の

だ
。

「
動
く
な
っ
!
、
こ
い
つ
が
ど
う
な
っ
て
も
い
い
の
か
。」

「
あ
っ
、
ル
ビ
ィ
ち
ゃ
ん
!
。」

「
助
け
て
ー
ッ
。」

「
や
め
ろ
っ
、
ル
ビ
ィ
を
放
せ
っ
!
。」

「
あ
な
た
は
、
何
を
企
ん
で
る
の
。」

「
こ
い
つ
に
見
ら
れ
た
か
ら
な
。」
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「
私
、
警
察
に
電
話
し
て
く
る
。」

　
と
、
千
歌
は
言
っ
た
。

「
千
歌
ち
ゃ
ん
、
頼
む
よ
。」

　
梨
子
は
特
捜
班
の
南
と
高
山
に
話
を
し
た
。

「
大
変
だ
よ
、
ル
ビ
ィ
ち
ゃ
ん
が
。」

「
何
だ
っ
て
。」

　
南
と
高
山
と
岩
泉
と
桜
井
は
稲
佐
の
浜
へ
や
っ
て
来
た
。

「
何
だ
て
め
ぇ
は
。」

「
動
く
な
、
鉄
道
公
安
隊
だ
。」

「
く
そ
ー
、
貴
様
か
ら
殺
し
て
や
る
。」

「
女
の
敵
め
っ
、
観
念
し
ろ
っ
。」

「
ぎ
ゃ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
っ
。」

「
よ
く
や
っ
た
、
桜
井
。」

「
女
を
人
質
に
す
る
な
ん
て
。」

「
く
そ
ー
っ
。」

　
高
山
は
、
ル
ビ
ィ
を
救
出
し
た
。

「
大
丈
夫
か
。」
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「
う
ん
。」

　
南
と
高
山
達
が
逮
捕
し
た
犯
人
は
天
野
　
清
、
竜
崎
を
殺
害
し
、
そ
の
証
拠
品
を
隠
滅
す
る
と
こ
ろ

を
ル
ビ
ィ
に
見
ら
れ
、
犯
行
に
及
ん
だ
。

　
梨
子
た
ち
の
青
春
旅
行
は
出
雲
に
乗
っ
て
出
雲
大
社
と
稲
佐
の
浜
と
巡
り
、
出
雲
そ
ば
も
食
べ
て
楽

し
い
春
休
み
の
旅
行
に
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
南
と
高
山
達
は
春
休
み
は
な
い
、
春
休
み
や
連
休
に
な
る
と
乗
客
が
多
く
な
る
た
る
た
め

旅
客
の
安
全
も
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
、
そ
れ
が
鉄
道
公
安
隊
の
任
務
だ
。
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追
跡
!
現
金
輸
送
車
襲
撃

　　
東
京
都
有
楽
町
　
３
月
１
１
日

　
白
昼
の
有
楽
町
で
事
件
は
起
き
た
、
そ
こ
へ
１
台
の
白
い
セ
ダ
ン
が
や
っ
て
来
た
。

「
お
い
、
危
な
い
じ
ゃ
な
い
か
!
。」

　
そ
こ
へ
、
３
人
の
男
た
ち
が
拳
銃
を
持
っ
て
降
り
て
き
た
。

「
お
い
っ
!
、
お
と
な
し
く
降
り
ろ
っ
!
。」

　
１
人
の
男
は
、
現
金
輸
送
車
の
後
方
ド
ア
を
打
ち
壊
し
た
の
だ
。

　
バ
キ
ュ
ー
ン
!

　
男
は
、
ト
ラ
ン
ク
に
入
っ
た
１
億
円
を
奪
っ
た
の
だ
。

「
待
て
ぇ
ー
っ
!
。」

　
１
人
の
警
備
員
は
男
を
確
保
し
よ
う
と
し
た
が
、
拳
銃
で
警
備
員
を
射
殺
し
た
の
だ
。

「
早
く
だ
せ
。」

　
男
た
ち
は
、
車
で
逃
走
し
た
。

　
翌
日
、
公
安
特
捜
班
に
現
金
輸
送
車
襲
撃
犯
が
逃
走
し
て
る
と
入
電
が
入
っ
た
。

「
み
ん
な
、
ち
ょ
っ
と
い
い
か
な
。」

79



「
え
っ
。」

「
昨
日
有
楽
町
で
現
金
輸
送
車
が
襲
わ
れ
１
億
円
が
強
奪
さ
れ
、
犯
人
は
列
車
で
逃
走
す
る
恐
れ
が
あ

る
、
十
分
気
を
付
け
る
よ
う
に
。」

「
了
解
。」

「
な
お
、
犯
人
は
共
犯
者
３
人
で
４
人
組
と
思
わ
れ
る
。」

「
警
備
員
を
射
殺
し
、
車
で
逃
走
か
。」

「
わ
か
り
ま
し
た
。」

　
こ
の
日
、
桜
井
は
高
山
と
組
ん
で
現
金
輸
送
車
襲
撃
犯
を
逮
捕
す
る
事
に
な
っ
た
。

「
高
山
、
行
く
わ
よ
。」

「
お
お
、
一
応
南
主
任
と
高
杉
班
長
に
連
絡
し
た
。」

「
え
え
、
一
応
報
告
し
て
お
い
た
わ
。」

「
そ
う
か
、
尾
行
の
許
可
を
も
ら
っ
た
。」

「
え
え
。」

　
高
山
と
桜
井
は
、
上
野
か
高
崎
線
１
１
５
系
に
乗
り
手
配
中
の
現
金
強
奪
犯
の
仲
間
と
思
わ
れ
る
人

物
を
尾
行
し
た
。

「
恐
ら
く
、
こ
の
男
こ
そ
現
金
輸
送
車
襲
撃
犯
の
仲
間
よ
。」

「
な
る
ほ
ど
。」
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桜
井
は
ホ
ル
ス
タ
ー
か
ら
コ
ル
ト
・
ロ
ー
マ
ン
４
ｉ
ｎ
を
取
り
出
し
た
。

「
桜
井
、
そ
れ
は
。」

「
念
の
た
め
よ
。」

　
高
崎
駅
に
到
着
し
た
高
山
と
桜
井
は
下
車
し
、
尾
行
を
続
け
て
い
た
。

「
犯
人
は
信
越
本
線
か
上
越
線
、
あ
る
い
は
吾
妻
か
両
毛
線
の
可
能
性
も
。」

「
あ
あ
、
犯
人
は
群
馬
か
栃
木
に
逃
走
す
る
可
能
性
も
あ
る
。」

「
よ
し
っ
、
両
毛
線
に
乗
ろ
う
。」

「
え
え
。」

　
高
山
と
桜
井
は
両
毛
線
に
乗
り
換
え
、
尾
行
を
続
け
た
。

「
高
山
、
追
う
わ
よ
。」

「
あ
あ
、
桜
井
。」

　
そ
の
時
、
男
２
人
は
２
人
の
私
服
公
安
官
に
目
を
付
け
た
。

「
あ
の
２
人
は
鉄
道
公
安
官
な
の
か
?
。」

「
い
い
や
、
た
だ
の
カ
ッ
プ
ル
だ
よ
。」

　
高
山
と
桜
井
が
乗
っ
た
両
毛
線
は
群
馬
県
の
桐
生
に
到
着
し
た
。

「
桜
井
、
追
う
ぞ
。」

「
あ
あ
。」
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高
山
と
桜
井
は
、
２
人
の
男
を
追
い
か
け
た
。

「
何
だ
て
め
ぇ
は
。」

「
東
京
公
安
室
、
公
安
特
捜
班
よ
。」

「
何
っ
、
公
安
特
捜
班
だ
と
!
。」

「
や
べ
ぇ
、
鉄
道
警
察
だ
。」

　
桜
井
は
、
ロ
ー
マ
ン
４
ｉ
ｎ
を
携
行
し
、
犯
人
を
威
嚇
し
た
。

「
う
る
せ
ぇ
!
。」

　
男
は
桜
井
を
襲
う
を
と
し
た
。

「
野
郎
。」

　
桜
井
は
か
わ
し
、
蹴
り
一
発
喰
ら
っ
た
。

「
チ
ク
シ
ョ
ー
、
や
り
や
が
っ
た
な
!
。」

　
も
う
１
人
の
男
は
拳
銃
を
持
っ
て
い
た
。

「
動
く
な
っ
!
。」

　
桜
井
と
男
は
拳
銃
で
対
決
し
た
。

　
バ
キ
ュ
ー
ン
!
。

「
ぐ
わ
わ
わ
っ
。」

　
桜
井
が
打
っ
た
コ
ル
ト
・
ロ
ー
マ
ン
４
ｉ
ｎ
は
男
の
方
に
命
中
し
た
。
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「
お
前
た
ち
を
、
強
盗
殺
人
の
容
疑
で
逮
捕
す
る
。」

　
高
山
は
２
人
の
男
に
手
錠
を
か
け
た
。

「
く
そ
ー
っ
。」

「
観
念
し
な
さ
い
っ
!
。」

　
数
分
後
、
群
馬
県
警
が
到
着
し
２
人
の
男
を
逮
捕
し
た
。

「
高
山
と
桜
井
は
よ
く
や
っ
た
。」

　
と
、
高
杉
は
２
人
を
褒
め
た
。

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
、
高
杉
班
長
。」

「
逮
捕
し
た
犯
人
は
山
川
優
作
と
桐
生
数
馬
の
２
人
だ
、
う
ち
２
人
は
ま
だ
逃
走
し
て
い
る
が
い
ず
れ

逮
捕
す
る
だ
ろ
う
。」

「
そ
う
で
す
か
。」

　
こ
う
し
て
、
高
山
と
桜
井
は
現
金
輸
送
車
襲
撃
犯
の
２
人
を
逮
捕
し
、
も
う
２
人
は
い
ず
れ
逮
捕
す

る
だ
ろ
う
。
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